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馬
場
貞
由
訳
「
遁
花
秘
訣
」

写
本
一
六
種
の
書
誌
学
的
検
討

〔
要
旨
〕
エ
ト
ロ
フ
島
の
幕
府
会
所
番
人
で
あ
っ
た
中
川
五
郎
次
は
一
八
○
七
年
に
ロ
シ
ア
船
に
拉
致
さ
れ
、
シ
ベ
リ

ア
に
連
行
さ
れ
た
が
、
五
年
間
の
苦
労
の
末
、
帰
国
を
許
さ
れ
た
。
そ
の
際
二
冊
の
ロ
シ
ア
語
の
種
痘
書
を
持
参
し
た
。

そ
の
内
の
一
冊
を
偶
々
松
前
に
出
張
中
の
幕
府
訳
官
馬
場
貞
由
は
関
心
を
示
し
て
数
ヶ
月
で
翻
訳
し
た
。
訳
が
不
満
足

で
あ
っ
た
の
で
、
馬
場
は
一
八
二
○
年
に
改
訳
し
て
「
遁
花
秘
訣
」
と
題
し
た
。
し
か
し
草
稿
は
出
版
さ
れ
ず
に
写
本

と
し
て
伝
え
ら
れ
た
。
後
に
利
光
仙
庵
は
長
崎
で
一
写
本
を
入
手
し
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
と
し
て
出
版
し
た
。

現
在
、
一
六
種
の
「
遁
花
秘
訣
」
の
写
本
が
現
存
す
る
が
、
内
容
、
ロ
シ
ア
語
題
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
、
図
の
有
無
、

訳
文
な
ど
を
比
較
検
討
す
る
と
、
「
武
田
本
Ａ
」
が
正
確
さ
に
お
い
て
馬
場
の
原
草
稿
に
最
も
近
似
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
中
川
五
郎
次
、
馬
場
貞
由
、
遁
花
秘
訣
、
利
光
仙
庵
、
魯
西
亜
牛
痘
全
書

日
本
医
史
学
雑
誌
第
五
十
二
巻
第
四
号
平
成
十
八
年
六
月
六
日
受
付

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
日
発
行
平
成
十
八
年
十
一
月
二
日
受
理

松
木
明
知

弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
学
教
室



松木明知：馬場貞由訳「遁花秘訣」写本一六種の書誌学的検討 562

用
し
た
。

｛
Ｊ
）

な
お
。
な
か
が
わ
）
ご
ろ
う
じ
」
は
彼
が
在
世
中
か
ら
三
中
川
）
五
郎
治
」
と
も
こ
中
川
）
五
郎
次
」
と
も
記
さ
れ
て
き
た
。
帰

国
し
て
か
ら
江
戸
幕
府
の
取
調
に
際
し
て
、
彼
の
陳
述
内
容
を
記
し
た
写
本
に
も
「
五
郎
治
」
と
も
「
五
郎
次
」
と
も
記
さ
れ
、
に
わ

か
に
決
定
し
難
い
。
本
人
自
筆
の
史
料
は
何
一
つ
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
八
○
七
年
（
文
化
四
五
月
一
八
日
、
ロ
シ
ア
船
ユ
ノ
ナ

号
の
中
で
彼
が
認
め
た
手
紙
の
写
し
に
「
五
郎
次
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
彼
の
名
前
に
関
し
て
信
拠
す
べ
き
最
も
古
い
史
料
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
彼
自
身
は
当
時
「
五
郎
次
」
と
記
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
従
来
の
「
五
郎
治
」
で
は
な
く
、
「
五
郎
次
」
を
採

｛
ソ
こ牛
痘
種
痘
法
の
わ
が
国
へ
の
渡
来
ル
ー
ト
の
一
つ
で
あ
る
、
ン
ベ
リ
ア
経
由
の
方
法
は
一
八
○
七
年
〈
文
化
四
）
エ
ト
ロ
フ
島
に
来
航

し
た
ロ
シ
ア
船
に
拉
致
さ
れ
、
以
来
シ
ベ
リ
ア
で
五
年
余
を
過
ご
し
、
一
八
一
二
年
（
文
化
九
）
に
日
本
に
送
還
さ
れ
た
中
川
五
郎
次

に
よ
っ
て
齋
さ
れ
た
。
五
郎
次
が
彼
の
地
に
滞
在
中
入
手
し
て
持
ち
帰
っ
た
二
冊
の
ロ
シ
ア
語
種
痘
書
の
内
、
一
冊
は
偶
然
に
も
松
前

に
幽
囚
さ
れ
て
い
た
ロ
『
ン
ァ
船
長
ゴ
ロ
ウ
ニ
ン
の
取
調
べ
の
た
め
松
前
に
出
張
中
の
幕
府
訳
官
馬
場
貞
由
の
眼
に
留
ま
り
、
馬
場
は
早

速
そ
れ
を
筆
写
し
て
翻
訳
し
た
。
一
八
一
三
年
〈
文
化
一
○
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
翻
訳
が
未
熟
で
あ
る
と
考
え
た
馬
場
は
、

最
初
に
書
名
を
ロ
シ
ア
語
原
書
に
忠
実
に
「
痘
瘡
預
防
法
」
と
題
し
た
が
、
そ
れ
を
放
置
し
六
年
後
に
訳
稿
を
改
め
て
見
直
し
て
「
遁

花
秘
訣
」
と
改
題
し
た
。
し
か
し
草
稿
は
依
然
と
し
て
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
数
種
の
写
本
と
し
て
後
世

に
伝
え
ら
れ
た
。

３
０
Ｖ

「
遁
花
秘
訣
」
の
一
写
本
を
長
崎
で
入
手
し
た
三
河
の
利
光
仙
庵
が
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
と
改
題
し
て
上
梓
し
た
の
は
、
馬
場
が
翻

１
１
｝牛
痘
種
痘
法
が
幕
末
の
わ
が
国
に
お
け
る
西
洋
医
学
の
受
容
と
普
及
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
，
今
更
寳
言
を
必
要
と
し
な

は
じ
め
に
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幕
府
の
訳
官
馬
場
貞
由
が
非
常
な
苦
心
の
末
、
翻
訳
し
た
「
遁
花
秘
訣
」
は
わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の
ロ
シ
ア
語
書
か
ら
の
翻
訳
書

（
１
）

で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
馬
場
の
不
滅
の
業
績
は
、
長
い
間
一
部
の
研
究
者
以
外
に
は
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
勝
俣
詮

吉
郎
は
「
遁
花
秘
訣
」
に
言
及
し
て
い
る
が
、
「
遁
花
秘
訣
」
の
写
本
を
実
見
し
た
の
で
は
な
く
、
安
政
二
年
版
の
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」

（
二
Ｊ
も
が
い
）

中
の
馬
場
の
序
文
を
参
考
に
し
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
伊
吹
山
一
草
亭
は
馬
場
に
つ
い
て
記
述
し
た
論
文
の
中
で
東
京
都

杉
並
区
宗
延
寺
に
あ
る
馬
場
の
墓
碑
銘
を
参
考
に
し
て
彼
の
著
訳
書
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
遁
花
秘
訣
」
は
欠
落
し
て
い
る
。

墓
碑
銘
に
刻
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
国
語
学
者
杉
本
つ
と
む
は
一
九
六
○
年
代
か
ら
馬
場
貞
由
に
つ
い
て
詳
細
な
研
究
を
始

（
７
）

め
た
。
一
九
六
七
年
（
昭
和
四
三
杉
本
は
「
近
代
日
本
語
の
研
究
」
の
な
か
で
馬
場
貞
由
の
事
績
を
論
じ
、
静
嘉
堂
文
庫
の
嘉
永
三

年
版
の
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
を
紹
介
し
て
、
こ
れ
が
わ
が
国
最
初
の
ロ
シ
ア
語
書
の
翻
訳
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に

「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
は
三
河
の
医
師
利
光
仙
庵
が
長
崎
で
「
遁
花
秘
訣
」
の
一
写
本
を
得
て
、
そ
れ
を
改
題
出
版
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
Ｈ
）

次
い
で
杉
本
は
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
）
に
「
「
遁
花
秘
訣
」
と
そ
の
翻
訳
（
１
）
ｌ
わ
が
国
最
初
の
ロ
シ
ア
言
の
翻
訳
ｌ
」
と
題
す

る
論
文
を
発
表
し
た
が
、
「
遁
花
秘
訣
」
の
写
本
、
「
国
会
本
」
と
東
北
大
学
の
「
狩
野
本
」
（
本
書
で
以
下
に
論
ず
る
「
狩
野
本
Ａ
二

（
り
、
Ⅱ
）

を
対
象
に
し
た
研
究
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
杉
本
は
精
力
的
に
馬
場
の
業
績
に
つ
い
て
研
究
し
、
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
）
に
は
馬

（
Ⅱ
）

場
の
「
遁
花
秘
訣
」
研
究
の
総
括
と
も
い
う
べ
き
論
考
を
発
表
し
た
。
東
北
大
学
図
書
館
蔵
の
「
狩
野
本
」
二
種
、
「
国
会
本
」
、
京
都

訳
の
改
訂
を
行
っ
た
一
八
二
○
年
（
文
政
三
）
か
ら
数
え
て
三
○
年
後
の
一
八
五
○
年
（
嘉
永
三
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
残
念
な
こ
と

に
は
馬
場
貞
由
自
筆
の
「
遁
花
秘
訣
」
の
訳
稿
は
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
を
除
け
ば
一
六
種
の
「
遁

花
秘
訣
」
の
写
本
が
披
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸
写
本
の
中
で
、
ど
れ
が
内
容
的
に
馬
場
貞
由
の
訳
稿
、
延
い
て
は
ロ
シ
ア
語
原
書

に
最
も
近
い
か
を
検
討
し
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。

一
・
写
本
「
遁
花
秘
訣
」
の
発
掘
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一
方
、
医
学
史
研
究
者
は
早
く
か
ら
「
遁
花
秘
訣
」
に
注
目
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
明
治
期
、
大
正
期
の
こ
と
で
は
な
く
、
昭
和
時

（
灯
）

代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
長
崎
医
科
大
学
皮
膚
科
の
高
橋
信
吉
教
授
は
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
に
市
立
函
館
図
書
館
で

「
遁
花
秘
訣
」
の
写
本
「
函
館
本
」
を
閲
覧
し
、
こ
れ
が
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
「
原
本
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
た
だ
し
利
光

仙
庵
旧
蔵
の
写
本
で
あ
る
と
は
記
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
「
函
館
本
」
と
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
中
の
馬
場
貞
由
に
よ
る
序
文
全
文
を

（
鵬
）

引
用
し
て
比
較
し
た
。
阿
部
龍
夫
は
一
九
四
三
年
〈
昭
和
一
八
）
に
上
梓
し
た
「
中
川
五
郎
治
と
種
痘
伝
来
」
の
中
で
「
函
館
本
」
を

写
真
で
示
し
簡
単
に
言
及
し
て
い
る
が
、
「
函
館
本
」
と
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
に
見
ら
れ
る
内
容
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
は
何
も
指
摘

し
て
い
な
い
。
高
橋
信
吉
、
阿
部
龍
夫
の
両
者
は
「
函
館
本
」
以
外
の
「
遁
花
秘
訣
」
の
写
本
を
見
出
そ
う
と
い
う
考
え
は
全
く
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
文
献
検
索
が
大
変
困
難
を
極
め
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
無
理
も
な
か
っ
た
と
思
う
。

（
Ⅸ
）

言
語
学
者
村
山
七
郎
は
馬
場
貞
由
の
ロ
シ
ア
語
研
究
に
注
目
し
、
こ
れ
に
関
連
し
て
「
遁
花
秘
訣
」
の
ロ
シ
ア
語
原
書
、
つ
ま
り
一
八

（
に
真
剛
｝

大
学
図
書
館
蔵
の
「
富
士
川
本
」
な
ど
を
参
考
に
「
遁
花
秘
訣
」
の
全
文
を
活
字
化
し
て
い
る
。
し
か
し
杉
本
は
こ
こ
で
決
定
的
な
誤

り
を
犯
し
た
。
馬
場
が
翻
訳
し
た
「
遁
花
秘
訣
」
の
ロ
シ
ア
語
原
書
は
英
国
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
一
七
九
八
年
（
寛
政
一

○
）
に
出
版
し
た
い
わ
ゆ
る
「
牛
痘
の
原
因
お
よ
び
効
果
に
関
す
る
研
究
」
の
ロ
シ
ア
語
訳
で
あ
る
と
誤
解
し
た
こ
と
で
あ
る
。
「
遁
花

秘
訣
」
の
ロ
シ
ア
語
原
書
は
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
著
書
と
は
全
く
関
係
が
な
い
。
さ
ら
に
杉
本
は
利
光
仙
庵
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
た
「
魯
西

一
Ｍ
｝

亜
牛
痘
全
書
」
に
は
嘉
永
三
年
版
が
存
在
す
る
こ
と
を
静
嘉
堂
文
庫
本
に
よ
っ
て
以
前
に
発
表
し
な
が
ら
、
こ
の
最
終
的
な
論
考
に
お

（
応
）

い
て
は
嘉
永
三
年
版
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
最
近
の
著
書
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
こ
れ
ら
の
重
大
な
誤
り
は
何
ら
改
め
ら

れ
ず
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
遁
花
秘
訣
」
に
関
す
る
杉
本
の
一
連
の
研
究
に
は
そ
の
基
本
に
お
い
て
多
く
の
重
大
な
誤

（
川
）

り
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
無
視
し
て
構
わ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
杉
本
の
誤
謬
に
つ
い
て
は
拙
稿
で
指
摘
し
た
。
さ
ら
に

杉
本
は
次
に
述
べ
る
諸
研
究
者
の
研
究
を
正
当
に
評
価
し
て
お
ら
ず
、
杉
本
は
決
し
て
本
人
が
主
張
す
る
よ
う
な
「
遁
花
秘
訣
」
の
先

駆
的
研
究
者
と
は
云
え
な
い
。
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○
三
年
発
行
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
版
を
モ
ス
ク
ワ
の
レ
ー
ニ
ン
図
書
館
で
発
見
し
た
。
そ
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
入
手
し
て
日
本
語
に

（
劃
）
（
訓
）

（
錘
）

翻
訳
し
て
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
○
）
に
発
表
し
た
。
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
）
に
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
の
小
川
鼎
三
と
酒

井
シ
ヅ
は
村
山
の
日
本
語
訳
を
基
本
に
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
、
「
遁
花
秘
訣
」
の
写
本
二
種
（
「
函
館
本
」
、
「
長
谷
川
本
」
）
の
比
較
検

（
鋤
）

討
を
行
っ
た
。
そ
し
て
小
川
ら
は
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
）
岩
波
書
店
の
「
日
本
思
想
大
系
六
五
」
「
洋
学
下
」
に
お
い
て
「
函

館
本
」
を
活
字
覆
刻
し
て
解
説
と
注
釈
を
付
け
た
。
こ
の
中
で
小
川
ら
は
「
函
館
本
」
以
外
に
「
狩
野
本
」
、
「
武
田
本
〈
Ａ
、
Ｂ
、
り
ご
、

「
富
士
川
本
」
、
「
安
井
本
」
を
比
較
検
討
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
写
本
は
「
函
館
本
」
と
「
富
士
川
本
」
今
函
館
本
」
以
外
の
す
べ
て
）

の
二
系
統
に
分
類
き
れ
、
「
函
館
本
」
が
馬
場
の
原
草
稿
に
よ
り
近
い
と
し
て
「
函
館
本
」
を
覆
刻
し
た
。
し
か
し
小
川
ら
は
二
系
統
に

分
類
し
た
明
確
な
根
拠
を
示
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
付
図
の
解
釈
な
ど
多
く
の
重
要
な
点
を
見
落
と
し
て
お
り
、
そ
の
結
論
は
正
し
く
な

（
割
）著
者
も
津
軽
地
方
の
疫
史
、
日
本
種
痘
史
に
関
連
し
て
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
）
か
ら
中
川
五
郎
次
の
研
究
を
開
始
し
た
。
こ
の

翌
年
に
「
遁
花
秘
訣
」
の
ロ
シ
ア
語
原
書
の
モ
ス
ク
ワ
版
二
八
○
五
年
）
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
形
で
入
手
し
た
。
し
か
し
当
時

は
医
学
部
卒
業
試
験
、
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
、
医
師
国
家
試
験
と
多
忙
を
極
め
た
た
め
研
究
を
一
時
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
四

年
後
研
究
を
再
開
し
た
。
五
郎
次
に
関
連
し
て
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
と
当
時
ま
で
に
入
手
出
来
た
数
種
の
「
遁
花
秘
訣
」
の
写
本
に

（
邸
～
制
）

つ
い
て
の
書
誌
学
的
研
究
を
発
表
し
た
。
馬
場
貞
由
自
筆
の
草
稿
の
所
在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
可
能
な
限
り
多
く
の
写
本
を
集

め
て
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
以
来
、
鋭
意
努
力
し
て
前
述
の
写
本
に
加
え
て
こ
れ
ま
で
合
計
一
六
種

の
写
本
を
入
手
し
た
。
詳
細
は
次
節
以
下
に
述
べ
る
が
、
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
発
行
年
、
「
遁
花
秘
訣
」
写
本
間
の
異
同
な
ど
に
つ

い
て
多
く
の
新
知
見
が
得
ら
れ
て
い
る
。

以
上
を
纏
め
る
と
、
「
遁
花
秘
訣
」
の
真
の
発
掘
者
は
長
崎
で
一
写
本
を
得
て
一
八
五
○
年
（
嘉
永
三
）
に
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
と

し
て
改
題
し
て
覆
刻
し
た
医
師
利
光
仙
庵
と
一
八
○
三
年
発
行
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
版
の
ロ
シ
ア
語
原
書
を
モ
ス
ク
ワ
で
発
見
し
て
現
代

い
○
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此
編
ハ
魯
西
亜
ノ
皇
都
「
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
」
〈
ヘ
テ
ル
ブ
ル
グ
）
ナ
ル
医
学
館
二
於
テ
、
彼
一
千
八
百
三
年
Ⅱ
ｆ
岬
雁
利
、
年
癸
亥
帝
王
ノ

命
二
因
テ
板
行
セ
ル
書
ナ
リ
。
題
名
ヲ
「
ス
ポ
ソ
ッ
ブ
・
イ
ズ
バ
ー
ウ
昨
ヅ
シ
ャ
・
ソ
ウ
ヱ
ル
セ
ン
ノ
・
ヲ
シ
・
ヲ
ス
ペ
ン
ノ
イ
・
ザ
ラ

ゼ
」
（
ス
ボ
ッ
・
イ
ズ
バ
ー
ウ
イ
ッ
シ
ャ
・
ソ
ウ
ヱ
ル
セ
ン
ノ
・
ヲ
ッ
・
ヲ
ス
・
ヘ
ン
ノ
イ
・
ザ
ラ
ゼ
）
ト
云
う
。
是
ヲ
訳
ス
レ
ハ
、
痘

瘡
ノ
流
行
ヲ
預
防
ス
ル
真
法
ト
イ
ヘ
ル
義
ナ
リ
。
故
二
訳
成
テ
〈
訳
成
ヲ
）
後
、
私
二
是
ヲ
遁
花
秘
訣
ト
名
ク
（
名
ツ
ク
）
。

馬
場
貞
由
が
ど
う
し
て
「
遁
花
秘
訣
」
を
翻
訳
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
全
く
の
奇
縁
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
馬
場
貞
由
自
身

が
「
遁
花
秘
訣
」
の
「
序
」
の
中
で
述
べ
て
い
る
の
で
、
本
人
に
語
っ
て
貰
う
の
が
最
適
で
あ
る
。
一
六
種
の
写
本
の
う
ち
、
ロ
シ
ア

原
書
の
題
名
を
最
も
正
し
く
伝
え
て
い
る
「
武
田
本
Ｂ
」
か
ら
馬
場
の
「
序
」
を
左
に
示
す
。
し
か
し
著
者
は
武
田
本
Ｂ
全
体
が
馬
場

自
身
の
草
稿
や
ロ
シ
ア
語
原
書
に
最
も
近
似
し
て
い
る
と
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ロ
シ
ア
原
書
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
だ
け
に
限
定
す

（
型
）

れ
ば
と
い
う
条
件
で
の
話
で
あ
る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
小
川
鼎
三
ら
は
「
函
館
本
」
を
最
上
の
写
本
と
し
た
が
、
誤
字
も
含
め
た

文
章
の
正
確
さ
に
お
い
て
は
「
武
田
本
Ｂ
」
が
「
函
館
本
」
に
勝
る
と
患
う
。

両
写
本
で
異
な
っ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
（
）
内
に
「
函
館
本
」
の
記
述
を
示
し
た
。
な
お
こ
の
「
武
田
本
Ｂ
」
の
序
文
は

「
武
田
本
Ａ
」
の
末
尾
に
付
随
し
て
い
る
が
、
筆
跡
の
点
か
ら
「
序
」
の
欠
落
し
て
い
る
「
武
田
本
Ｂ
」
の
序
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
詳
細
は
後
述
す
る
。
句
読
点
は
著
者
に
よ
る
。
な
お
異
体
字
可
４
」
は
当
用
漢
字
の
「
事
」
に
直
し
た
。

日
本
語
に
翻
訳
し
た
村
山
七
郎
で
あ
ろ
う
。

二
・
馬
場
貞
由
に
よ
る
「
遁
花
秘
訣
」
翻
訳
の
経
緯

凡
例
（
序
）
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今
ヲ
去
ル
事
既
二
十
八
九
年
前
、
予
嘗
テ
長
崎
ニ
在
ル
時
、
前
ノ
甲
必
丹
「
ヘ
ン
デ
レ
キ
・
ド
ー
プ
（
ド
ー
『
ｊ
匡
予
二
語
テ
曰
、

頃
入
津
ノ
我
和
蘭
船
ョ
リ
持
来
レ
ル
我
国
ノ
風
説
書
ヲ
見
ル
ー
、
近
来
牛
痘
ヲ
取
テ
人
二
種
ル
ー
、
其
功
人
痘
二
勝
ル
事
抜
群
ナ
ル
由

ア
リ
ト
。
予
思
フ
ニ
、
遠
カ
ラ
ス
シ
テ
其
法
ヲ
記
シ
タ
ル
書
冊
舶
来
ア
ル
ベ
シ
ト
。
乃
是
ヲ
待
ッ
事
数
年
ナ
リ
。
既
二
文
化
五
年
戊
辰

〈
戌
辰
）
ノ
春
、
予
長
崎
ヲ
出
ル
ノ
頃
迄
ハ
、
此
耆
来
ラ
ス
。
今
猶
、
其
書
ノ
舶
来
ア
ル
事
ヲ
間
カ
ス
。
然
ル
ー
、
予
嘗
テ
文
化
十
年
癸

酉
ノ
春
、
命
ヲ
奉
シ
テ
〈
テ
欠
落
）
松
前
ニ
到
り
、
彼
地
二
在
留
ス
ル
魯
西
亜
人
二
就
テ
彼
方
言
ヲ
学
フ
。
一
日
、
村
上
某
一
小
冊
ヲ

魯
西
亜
人
ノ
寓
居
二
携
へ
（
携
ヱ
）
来
リ
、
是
ハ
松
前
ノ
土
民
五
郎
治
ト
ィ
ヘ
ル
者
「
ヲ
ホ
ー
ッ
ク
」
二
於
テ
得
来
レ
ル
書
ニ
テ
、
牛

痘
ヲ
人
二
種
ユ
ル
法
ヲ
記
シ
タ
ル
物
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
ｃ
故
二
、
予
拳
ヲ
打
テ
、
既
二
数
年
前
〈
前
欠
落
）
長
崎
ニ
テ
伝
聞
セ
シ
事
ノ
、

今
此
遠
隔
ナ
ル
松
前
二
於
テ
、
再
上
其
事
ヲ
聞
キ
、
加
之
魯
西
亜
語
ニ
テ
記
セ
ル
物
ヲ
見
ル
事
ノ
奇
会
、
実
二
歓
喜
二
堪
ヘ
サ
（
実
二

歓
喜
二
堪
タ
）
レ
ハ
、
忽
是
ヲ
村
上
某
二
請
テ
旅
舎
二
携
へ
帰
へ
し
り
〈
携
帰
り
）
謄
写
速
二
終
り
、
日
々
是
ヲ
魯
西
亜
人
ノ
寓
居
二

携
へ
（
へ
欠
落
）
行
テ
、
其
文
意
ヲ
「
モ
ウ
ル
」
ニ
問
う
。
然
ル
ー
其
頃
ハ
、
未
夕
三
四
月
二
満
タ
サ
ル
浅
学
ナ
レ
ハ
、
彼
力
示
ス
所

容
易
二
理
会
ス
ヘ
カ
ラ
サ
レ
ハ
、
其
苦
心
少
カ
ラ
ス
。
然
し
共
日
ヲ
積
テ
、
終
二
全
編
ノ
大
略
ヲ
解
シ
得
タ
リ
。
其
冬
帰
府
シ
テ
後
、

早
速
是
ヲ
訳
セ
ン
ト
セ
シ
ヵ
、
再
上
考
ブ
ル
ー
、
編
中
ノ
文
意
十
ノ
ー
三
ハ
理
会
セ
サ
ル
所
ア
リ
。
強
テ
是
ヲ
訳
サ
ハ
、
必
謬
語
多
カ

ル
ベ
シ
。
日
ヲ
過
テ
少
モ
此
語
二
熟
シ
タ
ル
後
二
訳
サ
バ
（
訳
サ
ハ
）
、
其
誤
ル
事
亦
少
カ
ラ
ン
ト
。
．
、
二
於
テ
、
是
ヲ
其
侭
二
捨
置

シ
事
既
二
六
年
ナ
リ
。
菟
二
文
政
元
年
戊
寅
ノ
夏
（
文
化
政
元
年
戌
寅
ノ
夏
）
、
相
州
浦
賀
二
諸
厄
利
亜
ノ
商
船
来
リ
シ
時
、
予
又
命

ヲ
（
ヲ
欠
落
）
奉
シ
テ
彼
船
ニ
到
り
、
其
始
終
ヲ
深
査
（
探
査
）
セ
リ
。
其
時
、
船
主
一
小
冊
卜
痂
ノ
入
リ
タ
ル
硝
子
瓶
及
上
一
片
ノ

硝
子
磐
（
硝
子
盤
）
ト
ヲ
携
へ
（
へ
欠
落
）
出
テ
曰
。
巻
尾
二
個
此
図
ヲ
附
ス
（
こ
の
割
注
欠
落
）
此
瓶
二
納
リ
タ
ル
ハ
牛
痘
ノ
痂
ナ
リ
。
硝
子
磐

〈
硝
子
盤
）
ハ
此
痂
ヲ
磨
リ
ヲ
ロ
ス
器
ナ
リ
。
又
此
一
冊
ハ
牛
痘
ノ
種
法
ヲ
記
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
我
外
二
土
産
ナ
シ
。
是
ヲ
君
セ
ン
ト

（
君
セ
ン
事
）
。
外
二
紙
二
包
ダ
ル
一
塊
ア
リ
。
是
ハ
草
花
ノ
種
ナ
ル
由
．
此
外
二
永
野
牛
ア
リ
．
何
レ
モ
予
二
（
二
欠
落
）
與
（
与
）
ヘ
ン
ト
云
う
，
予
辞
ン
テ
受
サ
リ
キ
。
後

熟
考
フ
〈
熟
考
ス
）
ル
ー
、
最
初
長
崎
ニ
テ
和
蘭
人
〈
和
蘭
入
）
ョ
リ
間
キ
、
後
松
前
二
於
テ
魯
西
亜
人
ョ
リ
其
耆
ヲ
得
、
今
又
相
州
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管
見
に
入
っ
た
「
遁
花
秘
訣
」
の
写
本
は
合
計
し
て
一
六
種
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
一
部
に
つ
い
て
は
著
者
や
他
の
研
究
者
に
よ
っ

て
研
究
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
を
旧
蔵
者
、
所
蔵
者
、
所
属
文
庫
名
に
因
ん
で
略
称
を
付
す
。
例
え
ば
函
館
市
中
央
図

書
館
所
蔵
の
写
本
を
「
函
館
本
」
、
東
北
大
学
図
書
館
狩
野
文
庫
の
写
本
を
「
狩
野
本
」
と
略
す
。
さ
ら
に
同
一
施
設
に
複
数
の
写

本
が
あ
る
場
合
に
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ヅ
ト
で
区
別
す
る
。
「
狩
野
本
Ａ
」
や
「
狩
野
本
Ｂ
」
で
あ
る
。
以
上
を
一
括
し
て
表
１
に
示
し

右
に
示
し
た
馬
場
の
「
序
」
を
読
め
ば
、
松
前
滞
在
中
か
そ
の
直
後
に
「
遁
花
秘
訣
」
の
粗
稿
が
作
ら
れ
た
が
、
馬
場
は
そ
れ
が
不

完
全
な
も
の
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
た
た
め
放
置
し
、
六
年
後
に
改
め
て
手
を
入
れ
て
一
応
の
訳
稿
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ

る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
現
存
す
る
写
本
は
、
馬
場
の
「
序
」
に
よ
っ
て
二
大
別
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
粗
稿
と
改
訂
稿
と
の
存
在
を
示

唆
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
改
め
て
後
に
論
じ
た
い
。

器
宅 ニ

テ
諸
厄
利
亜
人
其
書
ト
痂
ト
ヲ
與
ヘ
ン
ト
云
う
。
既
二
其
事
ヲ
見
聞
ス
ル
事
三
度
二
及
フ
。
実
二
奇
ト
謂
ツ
ベ
シ
。
．
、
二
於
テ
又

訳
稿
ヲ
ナ
サ
ン
事
ヲ
思
上
企
タ
リ
。
即
今
始
テ
成
ル
。
前
二
魯
西
亜
ノ
板
本
ヲ
訳
セ
シ
者
ナ
シ
。
予
ヲ
以
テ
最
初
ト
ス
。
故
二
誤
解
謬

訳
固
ョ
リ
多
カ
ル
ベ
シ
（
多
カ
ル
ヘ
シ
）
。
後
ノ
君
子
宜
ク
訂
正
セ
ン
事
ヲ
希
フ
ノ
ミ
。

文
政
三
年
庚
辰
ノ
秋
馬
場
貞
由
識

「
遁
花
秘
訣
」
の
場
合
、
既
に
ロ
シ
ア
語
原
書
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
写
本
の
内
容
、
つ
ま
り
全
体
的
構
成
や
図
の
有
無

三
・
現
存
す
る
「
遁
花
秘
訣
」
の
諸
写
本
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が
重
要
で
あ
る
。
書
写
者
の
筆
跡
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
対
照
と
す
べ
き
同
年
代
の
馬
場
の
筆
跡
が
な
く
、

研
究
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
以
下
に
は
主
と
し
て
写
本
の
書
誌
学
的
記
述
に
加
え
て
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
記
述
す

る
。

表
１
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
、
「
遁
花
秘
訣
」
各
写
本
の
所
在

987654321
1

12高小国研神狩狩潭

151413

「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
…
…
…
…
…
自
家
蔵

狩
野
本
Ａ
・
…
…
…
．
．
…
・
…
・
・
・
…
：
東
北
大
学
図
書
館
蔵
（
狩
野
文
庫
）

狩
野
本
Ｂ
・
・
：
…
…
・
…
…
…
…
…
・
右
に
同
じ

神
原
本
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
香
川
大
学
図
書
館
蔵
（
神
原
文
庫
）

研
医
会
本
…
・
…
…
・
・
…
…
・
・
…
…
・
財
団
法
人
研
医
会
眼
科
図
書
館
蔵

国
会
本
…
…
…
・
…
…
・
・
・
…
…
…
・
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵

小
室
本
：
．
…
…
…
・
…
・
・
・
…
．
．
…
…
埼
玉
県
立
文
書
館
蔵
（
小
室
開
弘
氏
寄
託
）

高
野
本
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
…
浦
和
市
高
野
キ
ン
子
氏
蔵

武
田
本
Ａ
～
Ｄ
・
…
…
…
…
…
…
・
・
財
団
法
人
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
蔵

田
中
本
…
…
・
…
・
…
．
．
…
・
…
…
…
・
萩
市
田
中
助
一
氏
蔵

函
館
本
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
市
立
函
館
図
耆
館
（
平
成
一
七
年
二
月
か
ら
は
函
館
市
中
央
図
書
館
）
蔵

長
谷
川
本
…
．
．
…
…
…
…
…
…
・
…
東
京
都
世
田
谷
区
道
家
達
将
氏
蔵
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「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
は
上
下
二
巻
で
あ
る
。
題
菱
に
は
「
乾
」
、
「
坤
」
と
あ
る
が
、
本
文
に
は
「
巻
之
上
」
、
「
巻
之
下
」
と
あ
る
。

「
巻
之
上
」
の
冒
頭
は
朝
川
同
斎
の
書
で
「
春
秋
観
華
」
と
あ
る
。
「
秋
」
と
「
華
」
は
古
字
を
用
い
て
い
る
。
次
に
利
光
仙
庵
に
よ
る

「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
序
」
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
生
方
鼎
斎
の
書
で
あ
る
。
次
に
利
光
仙
庵
の
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
凡
例
」
が
あ
る
。
次

も
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
凡
例
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
馬
場
貞
由
の
「
序
」
で
あ
る
。
こ
の
中
で
仙
庵
は
注
釈
し
て
、
彼
が
長
崎
で
入
手

し
た
「
遁
花
秘
訣
」
の
写
本
に
は
巻
末
の
図
が
欠
落
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
左
に
上
下
二
巻
に
分
け
て
目
次
を
示
し
て
お
く
ｃ
他

の
写
本
の
内
容
と
比
較
す
る
た
め
に
便
宜
上
、
章
の
下
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
て
お
く
。

（
１
）
魯
西
亜
牛
痘
全
書
（
嘉
永
三
年
版
）

三
河
の
医
師
利
光
仙
庵
に
よ
っ
て
一
八
五
○
年
（
嘉
永
三
）
に
覆
刻
さ
れ
た
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
は
も
ち
ろ
ん
写
本
で
は
な
い
。

し
か
し
仙
庵
が
一
八
二
五
年
（
天
保
末
年
）
頃
長
崎
で
「
遁
花
秘
訣
」
の
一
写
本
を
入
手
し
て
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
仙
庵

が
用
い
た
と
思
わ
れ
る
親
本
は
現
存
し
な
い
。
「
遁
花
秘
訣
」
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」

と
比
較
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
ま
ず
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
を
最
初
に
示
し
て
そ
の
内
容
を
詳
細
に
述

べ
た
い
。

（
注
）
個
人
所
蔵
者
に
つ
い
て
は
、
著
者
が
実
見
し
、
複
写
な
ど
を
入
手
し
た
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
○
）
当
時
の
所
蔵
者
で
あ
る
。
現
在
の
所
蔵

者
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
写
本
も
あ
る
。

1716

富
士
川
本
…
・
…
…
・
…
・
・
…
…
…
：
京
都
大
学
図
書
館
蔵
（
富
士
川
文
庫
）

安
井
本
・
…
…
・
…
・
…
…
．
：
…
…
…
愛
知
県
吉
良
町
安
井
広
氏
蔵
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「
巻
之
上
」

献
辞
（
朝
川
同
斎
書
）

魯
西
亜
牛
痘
全
書
序
（
利
光
仙
庵
に
よ
る
、
生
方
鼎
斎
の
書
）

魯
西
亜
牛
痘
全
書
凡
例
（
利
光
仙
庵
に
よ
る
）

魯
西
亜
牛
痘
全
書
凡
例
（
馬
場
貞
由
に
よ
る
）
…
…
…
…
Ａ

原
序
・
…
・
…
・
…
…
・
・
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
．
Ｂ

魯
西
亜
牛
痘
全
書
目
次
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
．
．
Ｃ

牛
痘
ノ
稗
益
及
上
秀
勝
ノ
弁
…
・
…
…
…
…
…
…
．
．
…
…
Ｄ

「
巻
之
下
」

牛
痘
ノ
種
法
ヲ
拒
ミ
誹
誇
ス
ル
ノ
弁
…
…
…
…
…
…
…
Ｅ

牝
牛
痘
瘡
ノ
真
仮
ヲ
分
別
ス
ル
法
…
…
…
…
…
…
…
…
Ｆ

牛
痘
ヲ
種
テ
発
ス
ル
諸
症
・
・
・
・
・
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
Ｇ

牛
痘
ノ
能
力
・
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
．
．
…
…
…
・
…
…
Ｈ

牛
痘
ノ
種
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
。
ｉ

牛
痘
漿
ヲ
取
用
ス
ル
時
期
・
・
・
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
。
Ｊ

牛
痘
漿
ヲ
貯
ル
法
…
…
…
…
・
…
…
…
・
・
…
…
・
…
…
・
…
。
Ｋ

牛
痘
功
ヲ
奏
シ
テ
発
ス
ル
諸
症
ノ
順
次
…
…
…
…
…
…
Ｌ

牛
痘
ヲ
種
テ
発
シ
タ
ル
痘
ノ
真
仮
ヲ
見
分
ッ
法
．
…
…
．
．
Ｍ

魯
西
亜
牛
痘
全
書
附
録
（
利
光
仙
庵
に
よ
る
）
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「
巻
之
上
」
の
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
目
次
」
中
の
「
牛
痘
ノ
種
法
」
は
「
巻
之
下
」
の
本
文
で
は
単
に
「
種
法
」
と
な
っ
て
い
る
。
同

様
に
「
牛
痘
漿
ヲ
貯
ル
法
」
も
本
文
で
は
「
痘
漿
ヲ
貯
ル
法
」
と
な
っ
て
「
牛
」
の
字
が
欠
落
し
て
い
る
。

巻
末
に
あ
る
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
附
録
」
は
仙
庵
が
牛
痘
種
痘
法
の
正
し
い
普
及
を
願
っ
て
、
自
分
の
経
験
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

仙
庵
の
入
手
し
た
写
本
が
管
見
に
入
っ
た
十
六
種
の
写
本
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
か
否
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
仙

庵
が
自
分
の
牛
痘
種
痘
の
経
験
を
基
に
写
本
中
の
語
句
を
変
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
「
痘
漿
」
は
他
の
す
べ
て
の
写
本
で
は

「
痘
汁
」
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
痘
漿
」
が
正
確
で
あ
る
。
現
在
の
知
見
か
ら
仙
庵
が
用
い
た
写
本
は
本
論
文
で
論
ず
る
一
六
種
の
中
に

含
ま
れ
て
い
な
い
と
結
論
し
て
お
く
。

以
下
の
諸
写
本
と
比
較
研
究
す
る
た
め
、
馬
場
貞
由
の
序
（
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
で
は
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
凡
例
」
）
以
下
に
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
記
号
を
付
し
た
。
因
み
に
ロ
シ
ア
語
原
耆
の
内
容
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
示
す
と
、
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｃ
図

と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
馬
場
貞
由
の
「
序
」
は
な
い
・

各
章
が
「
天
」
、
「
地
」
や
「
上
」
、
「
下
」
な
ど
に
分
か
れ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
例
え
ば
「
原
序
」
で
は
Ｂ
‐
、
Ｂ
瞥
、
目
次

の
場
合
は
Ｃ
ｌ
、
Ｃ
ｚ
と
い
う
よ
う
に
記
載
し
た
。
ロ
シ
ア
語
原
書
と
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
内
容
を
表
２
に
一
括
し
て
示
し
た
。

表
２
「
遁
花
秘
訣
」
原
書
と
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
目
次
比
較

「
遁
花
秘
訣
」
原
書
（
一
八
○
三
年
版
）

魯
西
亜
牛
痘
全
書
（
嘉
永
三
年
版
）

魯
西
亜
牛
痘
全
書
序
（
利
光
の
）

魯
西
亜
牛
痘
全
書
凡
例
（
利
光
の
）

魯
西
亜
牛
痘
全
書
凡
例
（
馬
場
の
）
・
・
…
…
：
：
…
…
Ａ
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（
２
）
狩
野
本
Ａ

東
北
大
学
附
属
図
書
館
の
狩
野
文
庫
に
は
二
冊
の
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
狩
野
文
庫
の
若
い
番
号
の
写
本
を
「
狩
野
本
Ａ
」
（
請

求
番
号
狩
９
１
２
２
８
６
９
）
と
し
て
お
く
。
書
写
者
、
書
写
年
代
は
不
詳
。

袋
綴
。
一
冊
で
あ
る
が
「
天
」
、
「
地
」
の
二
巻
に
分
か
れ
て
い
る
。
縦
二
四
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
六
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
。
製
本
さ
れ
た
表
紙
に
は
「
遁
花
秘
訣
」
の
題
菱
が
あ
る
。
内
題
は
「
遁
花
秘
訣
天
ノ
巻
」
と
「
遁
花
秘
訣
地
ノ
編
」
と
な
っ

牛
痘
の
効
用
と
色
々
な
長
所
に
つ
い
て

牛
痘
接
種
反
対
説
に
対
す
る
反
駁

牝
牛
に
お
け
る
牛
痘
に
つ
い
て

人
間
に
お
け
る
偶
然
の
牛
痘
に
つ
い
て

痘
感
染
の
諸
特
質
に
つ
い
て

牛
痘
接
種
の
最
良
の
方
法
に
つ
い
て

ど
ん
な
時
期
に
痘
物
質
を
取
る
べ
き
か

痘
物
質
の
保
存

牛
痘
の
作
用
の
時
期
と
仕
方

真
性
及
び
仮
性
接
種
牛
痘
の
特
徴

序付
図
目
次

原
序
…
…
…
…
…
…
・
…
：
：
．
…
…
…
…
…
…
…
…
Ｂ

目
次
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
Ｃ

牛
痘
ノ
稗
益
及
上
秀
勝
ノ
弁
・
…
…
…
…
…
…
：
…
Ｄ

牛
痘
ノ
種
法
ヲ
拒
ミ
誹
誇
ス
ル
ノ
弁
…
…
…
．
：
…
Ｅ

牝
牛
痘
瘡
ノ
真
仮
ヲ
分
別
ス
ル
法
・
…
：
…
…
…
…
Ｆ

牛
痘
ヲ
種
テ
発
ス
ル
諸
症
・
・
…
…
…
．
．
…
：
…
…
…
Ｇ

牛
痘
ノ
能
力
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
。
…
…
…
…
：
Ｈ

牛
痘
ノ
種
法
．
：
…
：
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
Ｉ

牛
痘
漿
ヲ
取
用
ス
ル
時
期
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
．
Ｊ

牛
痘
漿
ヲ
貯
ル
法
．
．
…
：
…
：
…
…
…
…
・
…
・
…
：
：
Ｋ

牛
痘
功
ヲ
奏
シ
テ
発
ス
ル
諸
症
ノ
順
次
…
…
…
…
Ｌ

牛
痘
ヲ
種
テ
発
シ
タ
ル
痘
ノ
真
仮
ヲ
見
分
シ
法
．
：
Ｍ

附
録
（
利
光
仙
庵
の
）
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（
３
）
狩
野
本
Ｂ

縦
一
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
三
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
袋
綴
。
一
冊
。
全
二
四
丁
。
毎
半
丁
に
無
界
二
行
が
記
さ
れ
、

一
行
約
二
四
字
で
あ
る
。
題
菱
を
欠
く
。

第
一
丁
表
に
「
嘉
永
四
年
亥
四
月
吉
日
観
古
館
に
お
ゐ
て
写
遁
花
秘
訣
」
と
あ
る
が
、
書
写
者
は
不
詳
。
第
二
丁
の
表
と
裏
に

「
騨
成
」
の
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
前
半
丁
は
邸
浩
川
の
種
痘
書
、
後
半
丁
は
上
腕
の
取
穴
部
位
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

「
騨
成
」
は
小
山
騨
成
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
小
山
自
身
の
書
き
込
み
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
末
尾
に
も
う
一
箇
所
書
き
入
れ
が
あ
る

が
、
「
朔
日
丸
」
の
処
方
を
示
し
た
も
の
で
、
本
書
の
内
容
と
は
全
く
関
係
が
な
い
。
本
文
に
お
い
て
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
「
牝
牛

痘
瘡
ノ
真
仮
ヲ
分
別
ス
ル
法
」
、
「
牛
痘
漿
ヲ
取
用
ス
ル
時
期
」
、
「
痘
漿
ヲ
貯
ル
法
」
、
「
牛
痘
ヲ
種
テ
発
シ
タ
ル
痘
ノ
真
仮
ヲ
見
分
シ
法
」

て
い
る
が
、
「
天
ノ
巻
」
の
末
尾
に
は
「
遁
花
秘
訣
天
ノ
編
終
」
と
あ
っ
て
「
巻
」
と
「
編
」
が
混
同
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
「
天
ノ
巻
」

一
○
丁
、
「
地
ノ
編
」
は
九
丁
。
毎
半
丁
に
無
界
一
四
行
記
さ
れ
て
い
る
。
一
行
当
り
の
字
数
は
不
定
で
あ
る
が
、
約
三
五
字
で
あ
る
。

「
天
」
の
本
文
は
「
牛
痘
ノ
種
法
ヲ
拒
ミ
誹
誇
ス
ル
説
ヲ
關
ク
弁
」
の
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
。
「
天
」
の
末
尾
に
あ
る
目
次
の
最
後

に
は
「
人
痘
ヲ
種
牛
痘
ノ
如
ク
難
痘
ナ
キ
一
味
製
錬
薬
品
ノ
事
」
、
「
痘
瘡
日
々
変
状
順
次
」
、
「
牛
痘
苗
ヲ
貯
フ
ノ
法
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
頭
注
で
「
本
文
欠
」
と
な
っ
て
「
地
」
の
巻
に
は
こ
れ
ら
の
条
が
な
い
。
目
次
と
本
文
中
の
見
出
し
と
は
異
な
っ
て
お
り
、

例
え
ば
目
次
の
「
痘
苗
」
は
本
文
中
の
見
出
し
で
は
「
痘
汁
」
と
な
っ
て
い
る
。
脱
字
も
見
ら
れ
、
図
も
欠
落
し
て
い
る
。
全
体
的
に

「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
と
本
文
の
内
容
は
同
じ
で
あ
る
が
、
善
写
本
と
は
云
え
な
い
。
以
上
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
示
す
と
Ａ
Ｃ
‐
Ｂ
Ｄ

Ｅ
‐
Ｃ
“
Ｅ
２
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
と
な
る
。
な
お
前
述
し
た
よ
う
に
Ｃ
は
Ｃ
‐
と
Ｃ
２
、
Ｅ
は
Ｅ
‐
と
Ｅ
塾
に
各
々
が
「
上
巻
」
や
「
下
巻
」
、

ま
た
は
「
乾
」
や
「
坤
」
、
あ
る
い
は
「
天
」
や
「
地
」
に
分
か
れ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
写
本
で
は
、

Ｃ
の
「
目
次
」
は
一
括
し
て
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｃ
‐
（
「
天
」
）
と
Ｃ
２
（
「
地
」
）
に
分
か
れ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
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（
５
）
研
医
会
本

財
団
法
人
研
医
会
眼
科
図
書
館
所
蔵
の
写
本
で
あ
る
。
「
牛
痘
論
」
と
の
合
冊
で
あ
る
。
縦
二
三
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
六
・

四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
袋
綴
。
一
冊
、
三
八
丁
。
馬
場
の
題
言
が
四
丁
、
「
天
之
編
」
は
一
八
丁
、
「
地
之
編
」
は
一
六
丁
。
毎
半
丁
に

無
界
十
行
、
一
行
に
約
二
○
字
が
偕
書
で
記
さ
れ
て
い
る
。
書
写
者
、
書
写
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
紙
質
の
状
態
か
ら
見
て
比
較
的

新
し
い
書
写
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
第
一
丁
表
に
「
俊
斎
秘
笈
」
、
「
宮
崎
蔵
書
」
の
押
印
が
あ
る
。
極
め
て
き
れ
い
に
書
写
さ

（
４
）
神
原
本

香
川
大
学
図
書
館
所
蔵
の
神
原
文
庫
の
一
本
で
あ
る
。
神
原
文
庫
は
香
川
大
学
初
代
学
長
を
勤
め
た
神
原
甚
蔵
の
寄
贈
し
た
図
書
か

ら
な
る
。
本
写
本
は
袋
綴
、
一
冊
。
縦
二
三
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
六
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
三
一
丁
。
毎
半
丁
に
一
三
行
、

一
行
約
一
九
字
が
、
版
心
に
「
随
分
書
斎
」
と
あ
る
罫
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。
題
菱
に
は
「
遁
花
秘
訣
」
と
あ
る
が
、
本
文
目
次
に
は

「
痘
瘡
預
防
法
」
と
あ
る
。
書
写
者
、
書
写
年
代
は
不
詳
。
各
丁
の
上
に
書
写
者
あ
る
い
は
写
本
の
入
手
者
〈
必
ず
し
も
神
原
と
は
限
ら

な
い
と
思
わ
れ
る
）
に
よ
る
朱
の
頭
注
が
あ
り
、
本
文
中
の
誤
字
の
一
部
も
朱
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
馬
場
に
よ
る
「
凡
例
」
の
干
支

は
正
し
く
「
庚
辰
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
目
次
に
は
「
凡
例
」
が
欠
如
し
て
お
り
、
原
序
で
あ
る
「
序
」
の
次
に
「
牛
痘
ヲ
種
テ
発

シ
タ
ル
痘
ノ
真
仮
ヲ
見
分
シ
法
」
が
来
て
、
本
文
の
順
序
と
異
な
る
。
同
じ
く
目
次
に
は
「
牛
痘
ノ
種
法
ヲ
拒
ミ
誹
誇
ス
ル
弁
」
の
下

に
「
種
痘
日
二
変
ス
ル
ノ
状
」
が
あ
る
が
、
本
文
中
に
は
欠
落
し
て
い
る
。
目
次
に
あ
る
「
牛
痘
汁
ヲ
貯
ヘ
ル
法
」
は
本
文
で
は
「
痘

汁
貼
方
」
と
誤
っ
て
い
る
。
「
貼
」
は
「
貯
」
の
誤
記
で
あ
る
。
全
体
的
に
は
正
確
な
写
本
と
は
云
え
な
い
。
図
は
な
い
。
内
容
は
Ａ
Ｃ

Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
で
あ
る
。

に
相
当
す
る
四
つ
の
章
が
欠
落
し
て
い
る
。
図
も
な
い
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
示
す
と
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
で
あ
る
。
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本
文
の
構
成
、
そ
の
順
序
、
誤
字
・
脱
字
の
状
態
、
例
え
ば
馬
場
の
序
で
あ
る
「
題
言
」
の
第
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
末
尾
に
「
故
二
訳
成

テ
私
二
遁
花
訣
ト
名
ク
」
と
あ
っ
て
「
秘
」
が
欠
落
し
て
い
る
点
、
そ
の
外
本
文
中
に
散
見
さ
れ
る
「
本
ノ
マ
、
」
は
す
べ
て
国
会
本

に
一
致
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、
国
会
本
を
書
写
し
て
研
医
会
本
が
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
全
く
同
様
な
理
由
に
よ
っ
て
国
会

本
は
狩
野
本
Ａ
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
確
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
よ
う
に
ロ
シ
ア
語
原
書
題
名
の
カ
タ
カ
ナ
表

記
か
ら
も
立
証
さ
れ
る
。
内
容
は
Ａ
Ｃ
‐
Ｂ
Ｄ
Ｅ
‐
Ｃ
塑
Ｅ
〃
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
で
あ
る
。

状
順
次
」
と
あ
る
。

本
文
の
構
成
、
↓

《
６
）
国
会
本

国
立
国
会
図
書
館
の
桜
園
叢
書
二
八
に
「
三
王
外
記
」
と
共
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
縦
二
四
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
五
・
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
一
冊
、
三
八
丁
。
「
天
之
編
」
、
「
地
之
編
」
に
別
れ
て
お
り
、
馬
場
貞
由
の
題
言
四
丁
を
含
む
「
天
之
編
」
は
一
三

丁
、
「
地
之
編
」
は
一
六
丁
。
毎
半
丁
に
無
界
一
○
行
、
一
行
二
○
字
が
措
害
で
記
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
に
朱
で
「
遁
花
秘
訣
原
本
地
編

目
次
中
二
左
ノ
ー
項
ア
レ
共
本
文
閾
失
ス
ョ
リ
テ
省
ク
○
人
痘
ヲ
種
牛
痘
ノ
如
ク
難
痘
ナ
キ
一
味
製
錬
薬
品
ノ
事
○
痘
瘡
日
々
変

れ
て
お
り
一
字
の
訂
正
も
な
い
。
内
容
的
に
「
天
」
と
「
地
」
に
別
れ
て
い
る
が
、
「
天
」
の
末
尾
の
「
牛
痘
ノ
種
法
ヲ
拒
ミ
誹
誇
ス
ル

説
ヲ
關
ク
弁
」
の
一
部
は
「
地
」
の
巻
の
冒
頭
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
送
り
仮
名
な
ど
極
め
て
些
細
な
差
異
は
あ
る
も

の
の
、
本
写
本
は
「
狩
野
本
Ａ
」
と
同
じ
系
統
の
写
本
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
図
は
な
い
。
内
容
は
Ａ
Ｃ
－
Ｂ
Ｄ
Ｅ
‐
Ｃ
，
』
Ｅ
２

Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
で
あ
る
。

（
７
）
小
室
本

小
室
元
長
旧
蔵
本
で
あ
り
、
現
在
小
室
家
文
書
の
中
に
「
蘭
東
事
始
」
と
一
緒
に
合
本
さ
れ
て
い
る
。
縦
二
三
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
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ル
、
横
一
六
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
三
○
丁
。
版
心
に
小
室
元
長
の
塾
名
「
如
達
堂
」
に
因
ん
だ
「
如
達
堂
蔵
」
の
罫
紙
に
元
長
自

身
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
毎
半
丁
に
一
○
行
、
一
行
当
り
の
字
数
は
不
定
。
書
写
の
年
代
は
不
詳
。

表
紙
は
な
い
が
、
第
一
枚
目
第
一
行
に
「
遁
花
秘
訣
巻
之
上
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
「
小
室
元
長
蔵
書
」
と
押
印
さ
れ
て
い
る
。

構
成
的
に
「
巻
之
上
」
（
一
八
丁
）
と
「
巻
之
下
」
二
二
丁
）
か
ら
な
る
が
、
「
巻
之
上
」
の
「
原
序
」
に
相
当
す
る
「
発
凡
例
言
」

の
次
行
と
「
巻
之
下
」
の
最
初
に
「
東
都
馬
場
貞
由
訳
」
と
あ
る
の
が
特
異
的
で
あ
り
、
他
の
写
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
一
部
の

章
の
頭
に
は
△
印
、
各
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
頭
に
は
○
印
を
付
し
て
い
る
。
構
成
的
に
は
目
次
を
欠
き
、
最
終
章
の
「
牛
痘
ヲ
種
ヘ
テ
発
シ

タ
ル
痘
ノ
真
仮
ヲ
見
分
シ
法
」
が
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
、
後
半
の
部
分
の
見
出
し
は
「
種
痘
感
七
サ
ル
弁
」
と
な
っ
て
い
る
。

馬
場
の
「
題
言
」
を
読
む
限
り
、
翻
訳
に
苦
労
し
た
馬
場
の
心
情
が
他
の
写
本
よ
り
吐
露
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば

「
武
田
本
Ｂ
」
で
は
ヲ
、
二
於
テ
、
又
訳
稿
ヲ
ナ
サ
ン
事
ヲ
思
上
企
タ
リ
。
即
今
始
テ
成
ル
。
前
二
魯
西
亜
ノ
板
本
ヲ
訳
七
シ
者
ナ
シ
。

予
ヲ
以
テ
最
初
ト
ス
。
故
二
誤
解
謬
訳
固
ョ
リ
多
カ
ル
ベ
シ
。
後
ノ
君
子
宜
ク
訂
正
セ
ン
事
ヲ
希
フ
・
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
小
室
本
」

で
は
「
斯
二
於
テ
退
テ
業
ヲ
起
シ
、
今
訳
稿
始
メ
テ
成
し
リ
。
鳴
呼
皇
国
魯
西
亜
ノ
邦
本
ヲ
訳
ス
ル
者
、
実
二
余
ヲ
以
テ
嗜
矢
ト
ス
。

故
二
誤
解
謬
訳
ノ
如
キ
ハ
改
ム
ル
ト
難
共
又
固
ョ
リ
少
ナ
カ
ラ
ズ
ト
ス
・
後
ノ
君
子
宜
ク
訂
正
セ
ン
事
を
希
フ
ノ
ミ
」
〈
句
読
点
ｌ
松
木
）

と
な
っ
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
瓶
、
ガ
ラ
ス
盤
の
一
図
以
外
に
接
種
の
二
図
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
原
書
の
図
と
は
全
く
か
け
離
れ

て
お
り
、
し
か
も
極
め
て
稚
拙
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
慮
す
る
と
ロ
シ
ア
語
原
書
や
馬
場
の
草
稿
か
ら
大
分
離
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

内
容
は
Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
‐
Ｍ
§
図
で
あ
る
。

（
８
）
高
野
本

浦
和
市
の
高
野
キ
ン
子
氏
の
所
蔵
本
で
あ
る
。
縦
二
六
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
六
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
一
冊
、
三
九
丁

題
菱
を
欠
く
。
毎
半
丁
毎
に
無
界
一
○
行
、
一
行
は
不
定
で
あ
る
が
約
二
四
字
記
さ
れ
て
い
る
。
書
写
者
と
書
写
年
代
は
不
詳
。
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（
９
）
武
田
本
Ａ

財
団
法
人
武
田
科
学
振
興
財
団
の
杏
雨
書
屋
に
は
四
種
の
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
四
種
の
武
田
本
に
つ
い
て
著
者
は
既
に
詳
し

く
発
表
し
た
。
そ
の
名
称
に
つ
い
て
も
以
前
の
命
名
を
踏
襲
す
る
。
す
な
わ
ち
写
本
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
で
あ
る
。

Ａ
と
Ｂ
は
合
本
と
な
っ
て
お
り
、
整
理
番
号
は
乾
六
二
一
○
で
、
こ
の
中
に
写
本
Ａ
と
写
本
Ｂ
が
合
冊
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
写
本
Ａ
に
つ
い
て
略
述
す
る
．
縦
二
四
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
六
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・

袋
綴
。
毎
半
丁
は
無
界
九
行
で
、
一
行
当
り
原
則
と
し
て
二
一
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
巻
上
」
と
「
巻
下
」
に
分
か
れ
て
お
り
、

「
巻
上
」
は
二
八
丁
、
「
巻
下
」
は
二
三
丁
。
製
本
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
題
菱
に
「
遁
花
秘
訣
全
」
と
あ
り
「
乾
々
斎
書
屋
」
の
蔵

書
票
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
に
は
「
遁
花
秘
訣
全
」
と
あ
り
、
右
下
に
「
宇
田
川
稿
本
」
の
睾
書
と
「
藤
浪
氏
藏
」
の
押
印
が

あ
る
。
「
巻
下
」
の
一
枚
目
に
「
宇
田
川
印
記
」
の
押
印
が
あ
る
。
「
宇
田
川
稿
本
」
が
だ
れ
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
か
分
か
ら
な
い
が
、

構
成
的
に
「
上
」
、
「
中
」
、
「
下
」
に
分
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
り
、
こ
れ
は
他
の
写
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
「
上
」
は
「
題
言
」

か
ら
「
牛
痘
之
益
及
上
人
痘
二
勝
ル
弁
」
ま
で
一
四
丁
、
「
中
」
は
「
牛
痘
之
種
法
ヲ
拒
ミ
誹
誇
ス
ル
説
ヲ
開
ク
弁
」
か
ら
「
牛
痘
之
効

益
」
ま
で
二
丁
、
「
下
」
は
「
種
法
」
か
ら
「
諸
厄
利
亜
船
二
於
テ
見
ダ
ル
硝
子
瓶
納
痂
及
上
硝
子
盤
之
図
」
ま
で
一
四
丁
で
あ
る
。

内
容
的
に
は
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
す
べ
て
を
網
羅
し
て
い
る
。
「
題
言
」
の
末
尾
で
馬
場
の
名
前
が
欠
落
し
て
い
る
。
地
名
の
表
記

で
、
例
え
ば
「
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
」
を
「
テ
ル
ブ
ル
」
、
「
ヲ
ホ
ー
ッ
カ
」
を
「
ラ
ホ
ー
ッ
カ
」
、
人
名
で
「
ヘ
ン
デ
レ
キ
ド
ー
プ
」
を

「
ヘ
ン
テ
レ
キ
ト
ッ
ー
フ
」
と
記
載
す
る
な
ど
誤
り
が
多
い
。
図
に
つ
い
て
は
七
日
か
ら
一
六
日
ま
で
の
痘
庖
が
描
か
れ
て
い
る
。
第

二
七
丁
表
に
右
上
腕
に
接
種
す
る
図
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ロ
シ
ア
語
原
書
に
は
な
い
。
さ
ら
に
第
三
九
丁
の
表
裏
に
ガ
ラ
ス
盤
と
ガ
ラ

ス
瓶
の
図
が
別
々
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
他
の
写
本
と
大
き
く
異
な
る
。
内
容
は
Ｃ
‐
Ａ
Ｃ
２
Ｂ
Ｄ
Ｃ
鮒
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｃ
‐
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ

図
で
あ
る
。
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「
杏
雨
書
屋
蔵
書
目
録
」
は
宇
雨

る
と
思
う
。
書
写
年
代
は
不
詳
《

こ
れ
に
よ
れ
ば
桑
田
と
小
此
木
の
二
人
が
「
遁
花
秘
訣
」
の
一
写
本
を
入
手
し
て
、
誤
り
を
訂
正
し
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
写
本
の
冒
頭
に
あ
る
大
槻
玄
幹
の
「
遁
花
秘
訣
引
」
に
「
余
今
此
編
ノ
参
閲
二
與
ル
モ
家
翁
ノ
命
二
従
上
」
と
あ
る
よ
う
に
、

大
槻
玄
幹
が
父
大
槻
玄
澤
の
意
見
を
参
考
に
し
て
校
閲
し
た
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
も
当
時
の
一
流
の
蘭
学
者
た
ち
で
あ
っ
た
か
ら
、

彼
ら
が
入
手
し
た
「
遁
花
秘
訣
」
の
写
本
は
い
い
加
減
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
馬
場
貞
由
自
身
に
よ
る
草
稿
で

あ
っ
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
が
、
信
頼
の
お
け
る
写
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
・
彼
ら
が
一
種
の
写
本
だ
け
で
な
く
、

他
の
写
本
を
も
求
め
た
こ
と
は
、
こ
の
写
本
（
武
田
本
Ａ
）
と
別
の
写
本
（
武
田
本
Ｂ
）
が
合
本
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
ｃ

前
述
し
た
よ
う
に
桑
田
、
小
此
木
の
二
人
が
訂
正
し
た
原
稿
を
閲
覧
し
た
大
槻
玄
幹
は
父
の
大
槻
玄
澤
に
相
談
し
た
。
そ
し
て
玄
澤

の
意
見
に
し
た
が
っ
て
構
成
を
大
き
く
変
更
し
た
。
人
痘
接
種
な
ど
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
部
分
を
後
ろ
の
方
に
移
し
、
牛
痘
種
痘

の
実
際
的
な
記
述
の
部
分
を
前
に
持
っ
て
き
た
。
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
順
序
で
云
え
ば
、
Ａ
Ｃ
‐
Ｃ
２
Ｂ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｍ
図
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
と

こ
の
写
本
の
「
巻
上
」
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る

長
崎
江
戸
二
本
松

仙
台

桑
田
玄
信

小
此
木
偉

大
槻
茂
禎

馬
場
貞
由
職
夫
創
訳

は
宇
田
川
椿
巷
に
よ
る
写
本
と
す
る
。
し
か
し
彼
自
身
に
よ
る
書
写
で
あ
る
か
否
か
は
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す

茂
禎′|睾
玄裕
幹民

訂
正
校
閲
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し
た
。
し
た
が
っ
て
本
写
本
の
構
成
は
他
の
写
本
と
大
き
く
異
な
る
。
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
左
に
そ
の
概
略
を
示
す
。
な
お
「
巻
下
」

の
末
尾
に
馬
場
貞
由
の
「
凡
例
」
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
こ
れ
は
誤
っ
て
綴
ら
れ
た
も
の
で
、
筆
跡
か
ら
次
に

述
べ
る
写
本
Ｂ
の
「
凡
例
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
ｃ

俄
羅
斯
国
官
撰
遁
花
秘
訣
巻
下

遁
花
秘
訣
引

遁
花
秘
訣
題

遁
花
秘
訣
目
次

痘
瘡
逐
日
変
易
形
状
諸
図
第
八
…
…
…
…
…
…
…
・
・
…
・
図

牛
痘
汁
ヲ
取
り
用
ル
法
第
四
…
・
…
…
…
：
…
：
…
：
：
Ｊ

痘
汁
ヲ
貯
ル
法
第
五
…
…
…
…
…
・
・
・
…
…
…
…
…
…
Ｋ

牛
痘
功
ヲ
奏
〆
諸
症
ヲ
発
ル
順
次
第
六
…
…
…
…
…
…
Ｌ

牛
痘
ヲ
種
テ
発
シ
タ
ル
痘
ノ
真
仮
ヲ
見
分
シ
法
第
七
…
Ｍ

巻
上
…
…
…
…
．
．
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
Ｃ
，
‐

巻
下
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
．
Ｃ
”
．

俄
羅
斯
国
官
撰
遁
花
秘
訣
巻
上

発
例
要
言
第
一
。
…
…
…
…
…
．
．
…
…
…
…
…
・
…
…
・
・
Ｂ

牛
痘
ノ
功
益
第
二
。
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
・
・
…
。
Ｈ

種
法
第
三
．
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
Ｉ

題引
二
口

（
大
槻
玄
幹
に
よ
る
）

（
馬
場
貞
由
に
よ
る
）
…
・
・
…
…
・
…
…
…
Ａ
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こ
の
よ
う
に
構
成
上
本
書
は
大
き
く
変
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
文
も
ま
た
桑
田
玄
信
と
小
此
木
裕
民
の
二
人
に
よ
っ
て
相
当
手
が
入

側但
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
小
室
本
の
項
で
引
用
し
た
「
武
田
本
Ｂ
」
の
馬
場
の
「
凡
例
」
の
条
は
こ
の
写
本
で
は
次
の
よ
う

58］

一
読
し
て
こ
の
文
章
は
全
く
「
武
田
本
Ｂ
」
の
文
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
本
文
も
含
め
た
内
容
は
別
と
し
て
、

文
章
自
体
は
手
が
加
え
ら
れ
て
正
確
に
な
っ
た
分
、
馬
場
の
草
稿
か
ら
少
し
懸
隔
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
第
八
に
収
め
ら
れ
て
い

る
図
は
写
本
中
最
も
正
確
で
原
書
に
近
い
ｃ
大
槻
玄
幹
は
そ
の
「
引
」
の
中
で
「
原
書
ノ
如
ク
シ
」
、
「
原
書
二
対
校
ス
ル
者
」
と
二
ヶ

所
に
お
い
て
ロ
シ
ア
語
の
原
書
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
玄
幹
た
ち
の
手
許
に
中
川
五
郎
次
が
将
来
し
た
ロ
シ

に
な
っ
て
い
る
。

是
二
於
テ
、
嘗
テ
閣
二
束
ヌ
ル
所
ノ
魯
西
亜
文
冊
子
ヲ
取
テ
彼
此
二
参
考
シ
、
其
訳
稿
ノ
繕
写
、
今
始
テ
成
リ
ヌ
。
方
今
、
我

東
方
二
於
テ
魯
西
亜
文
ノ
印
本
ヲ
翻
訳
ス
ル
者
ハ
、
貞
由
不
肖
ナ
リ
ト
難
モ
、
幸
ニ
シ
テ
是
ガ
嗜
矢
タ
リ
。
是
恭
ク
泰
平
文
化
ノ

余
沢
二
浴
ス
ル
ガ
致
ス
所
ナ
リ
。
唯
恐
ク
ハ
、
余
、
斯
訳
学
二
於
ル
未
タ
習
熟
セ
サ
ル
ニ
出
ル
所
、
必
ス
謬
解
誤
訳
亦
少
カ
ラ
ザ

ル
事
ヲ
得
ス
。
然
共
、
コ
ノ
草
創
、
日
ヲ
重
子
テ
困
苦
ス
ル
ヤ
、
後
ノ
此
学
二
通
ス
ル
ノ
君
子
憐
テ
コ
レ
ヲ
訂
正
シ
タ
マ
ハ
ン
事

ヲ
庶
幾
フ
所
ナ
リ
。

牛
痘
ノ
益
及
人
痘
二
勝
ル
弁
第
九
…
…
…
・
…
…
…
．
．
…
Ｄ

牛
痘
ノ
種
法
ヲ
拒
ミ
誹
誇
ス
ル
説
ヲ
閾
ク
弁
第
十
…
…
Ｅ

牝
牛
ノ
痘
瘡
真
仮
ヲ
分
別
ス
ル
法
第
十
一
…
…
…
…
…
Ｆ

牛
痘
ヲ
種
テ
発
ス
ル
諸
症
第
十
二
・
・
…
・
…
…
…
…
…
…
Ｇ
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（
皿
）
武
田
本
Ｂ

写
本
Ａ
の
後
半
に
合
冊
さ
れ
て
い
る
。
袋
綴
。
縦
二
四
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
六
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
三
四
丁
。
毎
半

丁
無
界
九
行
、
一
行
の
字
数
は
不
定
で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
二
一
～
二
字
で
あ
る
。
書
写
者
と
書
写
年
代
は
不
詳
。

表
紙
に
は
大
き
く
「
痘
瘡
予
防
法
」
と
あ
る
が
、
墨
で
棒
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
そ
の
右
に
小
さ
い
字
で
「
遁
花
秘
訣
」
と
あ
る
が
、

こ
れ
も
棒
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
両
題
名
に
棒
線
が
引
か
れ
た
理
由
は
必
ず
し
も
詳
ら
か
で
な
い
が
、
「
痘
瘡
予
防
法
」
は
最
初
馬
場
貞

由
が
原
書
に
忠
実
に
従
っ
て
付
け
た
題
名
で
、
彼
が
後
に
訳
を
見
直
し
た
際
「
遁
花
秘
訣
」
と
改
め
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
う
と
し
て
も
「
遁
花
秘
訣
」
を
棒
線
で
消
し
て
い
る
の
は
解
せ
な
い
・

構
成
的
に
は
馬
場
の
序
を
欠
く
以
外
は
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
と
異
な
ら
な
い
が
、
「
武
田
本
Ａ
」
の
末
尾
に
付
さ
れ
て
い
る
三
丁
半

の
馬
場
の
序
、
つ
ま
り
「
凡
例
」
が
こ
の
「
武
田
本
Ｂ
」
の
「
凡
例
」
で
あ
る
こ
と
は
筆
跡
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
本
文
の
諸
所
で
右

脇
に
訂
正
し
た
語
句
、
文
章
、
さ
ら
に
は
語
句
の
倒
置
を
示
す
線
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
写
本
の
旧
蔵
者
が
熟
読
し
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
本
写
本
が
馬
場
自
身
の
手
稿
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

目
次
「
痘
瘡
預
防
法
目
次
」
と
本
文
中
の
見
出
し
と
は
異
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
例
え
ば
目
次
の
「
序
例
」
は
見
出
し
で
は

「
序
」
、
「
牛
痘
汁
ヲ
取
用
ス
ル
時
期
」
は
「
牛
痘
汁
ヲ
取
ル
時
期
」
、
「
牛
痘
汁
ヲ
貯
へ
ル
法
」
は
「
痘
汁
ノ
貯
法
」
と
な
っ
て
お
り
、
目

次
に
は
「
種
痘
日
二
変
ス
ル
ノ
状
」
が
あ
る
が
本
文
に
は
欠
落
し
て
い
る
。
従
っ
て
図
は
な
い
・

内
容
は
（
Ａ
）
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
で
あ
る
。

ア
語
の
原
書
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
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こ
の
写
本
も
「
乾
々
斎
書
屋
」
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。

整
理
番
号
は
乾
四
八
七
一
・
縦
二
三
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
六
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
袋
綴
、
一
冊
、
二
二
丁
。
表
紙
に

「
乾
々
斎
書
屋
」
の
蔵
書
票
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
題
菱
に
「
遁
花
秘
訣
」
と
あ
る
。
毎
半
丁
に
無
界
八
行
、
一
行
に
一
六
字
が
記
さ
れ

て
い
る
。
各
丁
の
表
の
左
下
に
丁
数
が
示
さ
れ
て
い
る
。
書
写
者
と
書
写
年
代
は
不
詳
。

第
一
枚
目
表
の
初
め
に
「
遁
花
秘
訣
巻
之
下
目
次
」
と
あ
る
。
「
種
法
」
か
ら
「
種
痘
毎
日
変
状
之
図
」
ま
で
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
記
号
で
示
す
と
Ｃ
別
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
図
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
写
本
Ｃ
の
「
下
」
は
「
上
、
下
」
の
「
下
」
で

は
な
く
、
「
上
、
中
、
下
」
の
「
下
」
で
あ
る
こ
と
は
間
達
な
い
。
し
た
が
っ
て
高
野
本
の
系
統
に
属
し
、
何
か
の
機
会
に
「
下
」
巻
だ

け
が
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
写
本
で
特
異
的
な
こ
と
は
、
全
文
に
わ
た
っ
て
文
章
の
両
脇
に
ル
ビ
が
付
い
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
も
右
側
の
ル
ビ
は
音
を
示
し
、
左
側
は
意
訳
の
ル
ビ
で
あ
る
。
例
え
ば
「
種
法
」
に
は
右
に
「
シ
ュ
ホ
ウ
」
、
左
に
「
ウ
シ
ホ

ウ
ソ
ウ
ウ
ヘ
カ
タ
」
、
ま
た
「
種
法
図
解
」
で
は
右
に
「
シ
ュ
ホ
ウ
ヅ
カ
イ
」
、
左
に
「
ウ
ヘ
カ
タ
ノ
ヱ
ッ
」
と
な
っ
て
い
る
具
合
で

あ
る
。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
各
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
冒
頭
に
○
印
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
図
は
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
。
ガ
ラ
ス

盤
と
ガ
ラ
ス
瓶
の
図
は
丁
の
表
裏
に
分
け
て
描
か
れ
て
い
る
。
内
容
は
Ｃ
馴
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
図
で
あ
る
。

（
吃
）
武
田
本
Ｄ

こ
れ
も
「
乾
々
斎
書
屋
」
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
整
理
番
号
は
乾
四
八
三
四
。
表
紙
に
「
遁
花
秘
訣
全
」
と
あ
る
。
「
乾
々
斎
書
屋
」

の
蔵
書
票
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
縦
二
四
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
六
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
袋
綴
、
一
冊
、
二
一
丁
。
毎
半

丁
に
無
界
一
○
行
で
、
一
行
当
り
の
字
数
は
不
定
。

表
紙
裏
に
「
島
藤
哲
○
蔵
」
（
押
印
の
た
め
読
め
ず
、
押
印
も
不
詳
）
「
白
川
利
助
」
と
あ
る
。
「
島
藤
哲
○
」
が
書
写
者
で
あ
り
、

（
ｕ
）
武
田
本

こ
の
写
本
も

C
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（
Ｍ
）
函
館
本

「
遁
花
秘
訣
」
研
究
で
最
も
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
写
本
で
あ
る
。
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
に
市
立
函
館
図
書
館
（
現
在
は
函
館

市
中
央
図
書
館
）
が
東
京
の
井
上
書
店
か
ら
購
入
し
た
。

縦
二
四
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
袋
綴
、
一
冊
、
四
四
丁
。
題
菱
に
「
遁
花
秘
訣
」
と
あ
る
。
三

九
丁
ま
で
は
版
心
に
文
字
の
な
い
罫
紙
に
毎
半
丁
に
二
行
、
一
行
一
六
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
三
九
丁
の
内
三
八
丁
ま
で
は
「
遁
花

（
Ｂ
）
田
中
本

田
中
助
一
氏
の
所
蔵
に
な
る
写
本
で
あ
る
。
縦
二
四
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
六
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
袋
綴
、
仮
綴
。
一

冊
、
三
二
丁
。
半
丁
毎
十
行
の
版
心
に
文
字
の
な
い
罫
紙
に
記
さ
れ
て
お
り
、
一
行
の
字
数
は
不
定
で
あ
る
が
、
約
二
○
字
で
あ
る
。

比
較
的
新
し
い
写
本
と
考
え
ら
れ
る
が
、
書
写
者
お
よ
び
書
写
年
代
の
記
述
は
な
い
。
表
紙
に
「
遁
花
秘
訣
全
」
と
あ
る
が
、
目

次
に
は
「
痘
瘡
預
防
法
」
と
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
神
原
本
、
武
田
本
Ｂ
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
函
館
本
の
系
統
で
あ
る
。
粗
末
な

字
で
書
写
さ
れ
て
お
り
、
特
別
な
書
き
込
み
な
ど
も
な
い
が
、
馬
場
貞
由
の
題
言
の
中
で
「
「
松
前
ノ
土
民
五
郎
次
」
の
「
次
」
を
同
一

人
の
手
で
「
治
」
に
訂
正
し
て
い
る
。
図
は
な
い
。
内
容
は
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
で
あ
る
。

二
枚
目
の
表
と
裏
に
「
騨
成
」
の
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
考
盧
す
れ
ば
、
こ
の
写
本
は
「
狩
野
本
Ｂ
」
と
同
系
統
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
末
尾
に
「
狩
野
本
Ｂ
」
に
も
あ
る
「
加
魯
目
羅
」
の
投
与
量
が
付
記
き
れ
て
い
る
こ
と
は
右
の
推
察
を
傍

証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
内
容
は
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
で
あ
る
。
図
は
な
い
。

「
白
川
利
助
」
は
そ
の
祷

印
が
押
印
さ
れ
て
い
る
。

は
そ
の
後
の
所
有
者
と
推
察
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。
書
写
年
代
も
不
詳
で
あ
る
。
第
一
枚
目
表
に
「
藤
浪
氏
蔵
」
の
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（
鴫
）
長
谷
川
本

弘
前
藩
の
藩
士
で
あ
っ
た
長
谷
川
氏
が
一
八
五
六
年
（
安
政
三
）
に
書
写
し
た
写
本
で
あ
る
。
ご
子
孫
で
あ
る
東
京
工
業
大
学
工
学

部
名
誉
教
授
長
谷
川
淳
氏
の
旧
蔵
で
あ
る
。
現
在
、
道
家
達
将
氏
の
所
蔵
で
あ
る
。
縦
二
四
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
五
・
一
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
袋
綴
、
仮
綴
。
一
九
丁
、
一
冊
。
毎
半
丁
に
無
界
一
二
行
、
一
行
に
約
三
一
～
二
字
が
丁
寧
に
記
さ
れ
て
い
る
。
表

紙
に
は
「
遁
花
秘
訣
全
」
と
あ
る
。
二
ヶ
所
の
頭
注
が
あ
る
が
、
筆
跡
か
ら
見
る
と
後
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
い

ず
れ
も
漢
字
の
読
み
と
意
味
に
つ
い
て
で
あ
る
。

構
成
的
に
見
る
と
「
牝
牛
痘
瘡
真
仮
分
別
ス
ル
法
」
は
「
牛
痘
ヲ
種
テ
発
ス
ル
諸
症
」
の
前
で
な
く
、
「
牛
痘
奏
功
証
次
」
の
次
に
な
っ

て
い
る
。
元
の
写
本
に
乱
丁
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
じ
よ
う
な
順
序
の
章
立
て
の
写
本
は
な
い
。
こ
の
意
味
で
長
谷
川
本
は
特

異
的
で
あ
る
が
、
本
文
全
体
と
し
て
は
他
の
写
本
と
の
間
に
顕
著
な
差
は
認
め
ら
れ
な
い
・
図
は
な
い
。
内
容
は
Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｌ

Ｆ
Ｊ
Ｋ
Ｍ
で
あ
る
。

秘
訣
」
で
あ
り
、
第
三
九
丁
の
表
に
は
右
上
腕
の
種
痘
部
位
の
図
、
象
牙
の
小
刀
、
外
科
小
刀
の
三
図
が
解
説
文
と
共
に
描
か
れ
て
い

る
。
第
四
○
丁
目
か
ら
四
丁
半
に
わ
た
っ
て
漢
文
の
「
新
訂
種
痘
奇
法
詳
悉
」
が
毎
半
丁
無
界
二
行
、
一
行
一
六
字
で
記
さ
れ
て
い

る
。
書
写
者
お
よ
び
書
写
年
代
は
不
詳
。

こ
の
写
本
に
つ
い
て
は
第
一
節
で
触
れ
た
よ
う
に
小
川
鼎
三
ら
が
詳
し
く
報
告
し
て
い
る
。
目
次
の
条
に
「
痘
瘡
預
防
法
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
神
原
本
、
武
田
本
Ｂ
、
田
中
本
の
系
統
に
属
す
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
で
あ
る
。

（
哩
富
士
川
本

京
都
大
学
図
書
館
富
士
川
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
縦
二
五
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
七
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
袋
綴
。
一
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あ
り
ゞ、「

い
か
い
い
、

（
哩
安
井
本

愛
知
県
の
安
井
広
氏
の
所
蔵
本
で
あ
る
。
縦
二
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
六
・
○
メ
ー
ト
ル
・

袋
綴
、
一
冊
、
二
四
丁
。
毎
半
丁
に
無
界
一
六
行
。
一
行
の
字
数
は
不
定
で
あ
る
が
、
約
二
四
字
前
後
で
あ
る
。
題
菱
に
「
遁
花
秘

訣
全
」
と
あ
る
。
一
枚
目
の
表
に
「
松
本
図
書
」
の
押
印
が
あ
る
。
書
写
者
、
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
不
詳
。
本
文
中
に
漢
字
の
誤

り
を
訂
正
す
る
頭
注
が
一
箇
所
見
ら
れ
る
以
外
は
、
特
別
な
書
き
込
み
は
な
い
。

構
成
的
に
一
三
丁
の
「
乾
」
と
二
丁
の
「
坤
」
に
分
か
れ
て
お
り
、
「
乾
」
に
Ａ
か
ら
Ｅ
ま
で
、
「
坤
」
に
Ｆ
か
ら
Ｍ
、
そ
し
て
図

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
目
次
は
「
遁
花
秘
訣
標
目
」
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
「
題
言
」
の
最
後
の
馬
場
の
名
前
が
「
馬
場
左
十
郎
貞

由
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
左
」
は
「
佐
」
が
正
し
い
。
末
尾
に
「
亜
鉛
華
駆
虫
散
」
に
つ
い
て
の
書
き
入
れ
が
あ
る
が
、
筆
跡
か
ら
見
て

書
写
者
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
図
で
あ
る
。

以
上
簡
単
に
各
写
本
に
つ
い
て
略
述
し
た
が
、
構
成
的
に
一
巻
本
、
二
巻
本
（
乾
坤
、
上
下
、
天
地
）
、
三
巻
本
〈
上
中
下
）
と
三
種

あ
り
、
図
の
あ
る
写
本
と
無
い
写
本
な
ど
に
よ
っ
て
様
々
に
分
類
さ
れ
よ
う
。
現
在
、
馬
場
の
手
稿
と
目
さ
れ
る
写
本
は
発
見
さ
れ
て

冊
、
二
七
丁
。
毎
半
丁
に
無
界
一
二
行
、
一
行
に
約
二
五
字
が
丁
寧
に
記
さ
れ
て
い
る
。
書
写
者
や
書
写
年
代
は
不
詳
。

題
菱
に
「
遁
花
秘
訣
魯
西
亜
種
痘
書
」
と
あ
る
。

馬
場
の
「
題
言
」
の
末
尾
に
「
馬
場
貞
由
識
」
が
欠
落
し
て
い
る
。
構
成
的
に
は
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
と
変
わ
ら
な
い
が
、
末

尾
の
図
は
「
武
田
本
Ａ
」
を
除
け
ば
他
の
写
本
よ
り
も
図
全
体
が
鮮
明
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
語
原
書
の
図
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。
本

文
中
に
は
書
き
込
み
や
頭
注
な
ど
は
な
い
。
図
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
内
容
は
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
図
で
あ
る
。
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各
写
本
の
構
成
を
理
解
し
易
く
纏
め
た
の
が
表
３
で
あ
る
。

表
３
「
遁
花
秘
訣
」
各
写
本
の
構
成

遁
花
秘
訣
原
書
…
…
Ｂ

１
魯
西
亜
牛
痘
全
書
…
Ａ

２
狩
野
本
Ａ
…
…
Ａ

３
狩
野
本
Ｂ
…
…
Ａ

４
神
原
本
…
…
Ａ

５
研
医
会
本
…
…
Ａ

６
国
会
本
…
…
Ａ

７
小
室
本
．
…
：
Ａ

８
高
野
本
．
．
…
・
Ｃ

９
武
田
本
Ａ
…
…
Ａ

ｍ
武
田
本
Ｂ
…
…
Ａ

ｕ
武
田
本
Ｃ
…
…
Ｃ

吃
武
田
本
Ｄ
…
…
Ａ

四
．
構
成
か
ら
見
た
各
写
本
の
比
較

Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｃ
図

Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ

ｌ
ソ
一
Ｊ
》

Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ

Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ｈ
１
Ｌ

Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ

１
１
リ
』
ソ
】

Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ

１
１
？
』
？
】

Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ

‐
ソ
》

Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
１
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｍ
図

ソ
一

助
ひ

４

Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
図

１
ｌ
ソ
』

Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
図
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ

Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ

Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
図

Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ｈ
１
Ｌ
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ロ
シ
ア
語
の
原
書
で
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
馬
場
貞
由
の
序
は
な
い
。
一
目
し
て
「
狩
野
本
Ａ
」
、
「
研
医
会
本
」
、
「
国
会
本
」
が
同

一
系
統
に
属
し
、
「
狩
野
本
Ｂ
」
と
「
武
田
本
Ｄ
」
が
同
じ
系
統
に
入
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
武
田
本
Ｃ
」
は
上
、
中
、
下
巻
に
分
か
れ

た
「
高
野
本
」
の
下
巻
に
相
当
す
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
表
に
は
記
載
し
て
い
な
い
が
、
写
本
の
中
に
は
外
題
と
内
題
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。
「
神
原
本
」
、
「
武
田
本
Ｂ
」
、
「
田
中
本
」
、

「
函
館
本
」
の
四
写
本
で
、
何
れ
も
外
題
は
「
遁
花
秘
訣
」
で
、
内
題
は
「
痘
瘡
預
防
法
」
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
「
武
田
本
Ｂ
」
で

は
外
題
が
二
つ
記
さ
れ
、
最
初
は
「
痘
瘡
預
防
法
」
で
そ
の
右
に
「
遁
花
秘
訣
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
墨
で
棒
線
が
引
か
れ
て
い
る
。

こ
の
外
題
と
内
題
の
存
在
は
、
次
の
よ
う
な
重
要
な
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
馬
場
貞
由
は
松
前
を
去
っ

た
直
後
ま
で
に
一
応
翻
訳
を
終
了
し
た
が
、
書
名
を
原
書
に
忠
実
に
「
痘
瘡
予
防
法
」
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
内
題
に
「
痘
瘡
予
防
法
」

と
あ
る
の
は
こ
の
こ
と
を
示
唆
す
る
と
思
う
。
馬
場
は
翻
訳
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
た
め
訳
稿
を
放
置
し
て
い
た
。

一
八
一
八
年
（
文
政
元
）
五
月
に
浦
賀
に
来
航
し
た
イ
ギ
リ
ス
船
の
船
長
ピ
ー
タ
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
と
の
会
話
で
牛
痘
種
痘
法
の
こ
と
が

話
題
に
な
り
、
こ
れ
が
切
っ
掛
け
と
な
っ
て
馬
場
は
放
置
し
て
い
た
「
痘
瘡
預
防
法
」
の
草
稿
を
六
年
振
り
に
改
訂
し
て
、
新
た
に
題

名
を
「
遁
花
秘
訣
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
部
の
写
本
で
は
外
題
、
内
題
が
改
め
ら
れ
ず
に
「
痘
瘡
預
防
法
」
の
旧
題
名
が
痕

跡
と
し
て
遣
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

1716151413

田
中
本

函
館
本

長
谷
川
本

富
士
川
本

安
井
本

．
…
：
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ

…
…
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
ｌ
Ｊ
Ｋ
Ｌ

…
…
Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
Ｊ
Ｋ
Ｍ

：
…
・
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ

…
…
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
MM M

図図
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こ
の
こ
と
は
馬
場
の
序
の
違
い
に
よ
っ
て
明
確
に
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
「
痘
瘡
預
防
法
」
の
内
題
を
持
た
な
い
写
本
、
例
え
ば

「
狩
野
本
Ａ
」
で
は
馬
場
の
「
序
」
の
最
初
の
方
に
「
予
此
説
ヲ
聞
テ
思
ラ
ク
方
二
今
文
明
ノ
時
海
外
萬
国
ノ
書
不
求
シ
テ
来
リ
不
労
シ

テ
見
ル
ヘ
シ
ト
故
二
其
法
ヲ
記
ス
書
ノ
如
キ
モ
久
カ
ラ
ス
シ
テ
必
ス
来
ル
事
ア
ラ
ン
」
と
あ
る
が
、
一
方
「
痘
瘡
預
防
法
」
の
内
題
を

持
つ
「
武
田
本
Ｂ
」
で
は
「
予
思
フ
ニ
遠
カ
ラ
ス
シ
テ
其
法
ヲ
記
シ
タ
ル
書
冊
舶
来
ア
ル
ベ
シ
ト
」
と
極
め
て
簡
単
に
な
っ
て
お
り
、

両
者
は
明
確
に
異
な
る
。
馬
場
が
三
度
の
牛
痘
種
痘
法
と
の
関
わ
り
に
感
激
し
て
草
稿
を
六
年
振
り
に
見
直
し
た
真
情
が
後
者
よ
り
も

前
者
に
よ
っ
て
よ
り
良
く
伝
え
ら
れ
る
と
思
う
。

（
池
）

「
遁
花
秘
訣
」
の
ロ
シ
ア
語
原
書
名
は
「
ス
ポ
ソ
ブ
イ
ズ
バ
ウ
ィ
ッ
ッ
ァ
ソ
ウ
ェ
ル
シ
ェ
ン
ノ
オ
ト
オ
ス
ペ
ン
ノ
ィ
ザ
ラ

ス
イ
」
で
あ
る
。
こ
の
ロ
シ
ア
語
題
名
を
各
写
本
は
ど
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
か
を
一
括
し
て
示
し
た
の
が
、
表
４
で
あ
る
。

遁
花
秘
訣
原
書
…
ス
ポ
ソ
ブ
イ
ズ
バ
ウ
ィ
ッ
ッ
ァ
ソ
ウ
ェ
ル
シ
ェ
ン
ノ
オ
ト
オ
ス
ペ
ン
ノ
ィ
ザ
ラ
ズ
ィ

表
４
各
写
本
に
見
ら
れ
る
原
書
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記

五
．
ロ
シ
ア
語
原
書
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
よ
る
各
写
本
の
比
較

4321

魯
西
亜
牛
痘
全
書
…
ス
ポ
ッ
プ

狩
野
本
Ａ
…
ス
ポ
ソ
ッ
プ

狩
野
本
Ｂ
…
ス
ボ
ソ
ッ
フ

神
原
本
：
・
ス
ポ
ソ
ッ
ブ

イ
ス
バ
ー
ウ
井
シ
シ
ヤ

イ
ス
ハ
ー
ウ
井
シ
シ
ヤ

イ
ヌ
ハ
ー
ウ
井
ッ
シ
ヤ

イ
ズ
バ
ー
ウ
井
ツ
シ
ヤ

ソ
ウ
ヱ
ル
セ
ン
ノ

ソ
ウ
ヱ
ル
セ
ン
ノ

ソ
ウ
エ
ル
セ
ン
ノ

ソ
ウ
エ
ル
セ
ン
ノ

ヲヲヲヲ

ソツツツ

ヲ
ス
ヘ
ン
ノ
イ

ラ
ス
ペ
ン
ノ
イ

ラ
ス
ヘ
ン
ノ
イ

ヲ
ス
ペ
ン
ノ
ィ

サ
ラ
ゼ

ザ
ラ
ビ

サ
ラ
ィ

ザ
ラ
セ
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表
の
末
尾
に
ロ
シ
ア
語
原
書
名
を
示
し
て
お
く
。
各
写
本
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
「
ス
ポ
ソ
ブ
」
の
「
ブ
」
が
「
ブ
」
か
「
プ
」
か
、

「
イ
ズ
バ
ウ
ィ
ッ
ァ
」
の
第
三
文
字
が
「
（
」
か
「
ハ
」
か
、
「
オ
ス
ペ
ン
ノ
イ
」
の
「
ペ
」
が
「
ぺ
」
か
「
へ
」
か
、
最
後
の
「
ザ
ラ

876517161514 131211109
注

研
医
会
本

国
会
本

小
室
本

高
野
本

武
田
本
Ａ

武
田
本
Ｂ

武
田
本
Ｃ

武
田
本
Ｄ

田
中
本

函
館
本

長
谷
川
本

富
士
川
本

安
井
本

ロ
シ
ア
語
原
書
名
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
医
学
・
博
愛
委
員
会
編

○
ヨ
（
）
ら
（
ヨ
ニ
い
つ
四
国
弓
』
〕
Ｇ
』
句
（
二
』
垈
胃
惇
売
エ
エ
（
）
（
）
弓
（
）
向
ヨ
化
エ
エ
三
］
轡
煙
一
〕
嘩
望
〕
『

…
ス
ボ
ソ
ッ
フ

…
ス
ポ
ッ
ブ

．
・
・
ス
ボ
ッ

…
ス
ボ
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一
六
種
の
写
本
の
う
ち
、
一

川
本
」
、
「
安
井
本
」
の
六
種
一

種
痘
一
○
日
目
の
痘
庖
を
示

の
接
種
の
図
を
示
し
て
お
く
。

ズ
ィ
」
が
何
れ
の
写
本
で
も
三
文
字
に
な
っ
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
語
原
書
の
よ
う
に
そ
の
中
に
二
つ
の
濁
音
を
含
む
か
否
か
で
あ
る
。

「
オ
ス
ペ
ン
ノ
ィ
」
の
「
オ
」
は
写
本
で
は
す
べ
て
「
ヲ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
ヲ
」
は
「
ラ
」
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
写
本
が
八
種

類
あ
る
。
し
か
し
両
者
は
書
写
上
区
別
が
付
か
な
い
こ
と
も
多
い
。

第
一
語
の
「
ス
ポ
ソ
ブ
」
に
近
い
写
本
は
「
狩
野
本
Ａ
」
、
「
神
原
本
」
、
「
国
会
本
」
、
「
武
田
本
Ａ
」
、
「
武
田
本
Ｂ
」
、
「
田
中
本
」
、

「
富
士
川
本
」
、
「
安
井
本
」
で
あ
る
。
第
二
語
の
「
イ
ズ
バ
ウ
ィ
ッ
ァ
」
の
濁
音
「
ズ
」
を
「
ズ
」
ま
た
は
「
ヅ
」
と
濁
音
で
記
し
て
い

る
の
は
「
神
原
本
」
、
「
武
田
本
Ａ
」
、
「
武
田
本
Ｂ
」
、
「
田
中
本
」
、
「
函
館
本
」
で
あ
る
。
「
ヲ
ス
ペ
ン
ノ
イ
」
を
正
し
く
表
記
し
て
い
る

の
は
「
神
原
本
」
、
「
武
田
本
Ｂ
」
、
「
田
中
本
」
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
「
ヲ
」
と
「
ラ
」
の
書
き
方
の
問
題
は
微
妙
で
、
こ
れ
だ

け
を
取
り
上
げ
て
論
ず
る
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
考
盧
す
れ
ば
、
ロ
シ
ア
語
原
書
名
を
原
音
に
近
い
形
で
保
存
し
て
い
る
の
は
、
全
体
的
に
内
題
に
「
痘
瘡
預
防
法
」
と
あ
る

グ
ル
ー
プ
の
写
本
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

馬
場
貞
由
は
ほ
ぼ
原
音
通
り
に
表
記
し
た
に
違
い
な
い
か
ら
、
内
題
を
有
す
る
グ
ル
ー
プ
の
写
本
が
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
の
写
本
よ

り
も
馬
場
に
よ
る
最
初
の
翻
訳
形
態
を
保
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

一

ノ、

六
種
の
写
本
の
う
ち
、
「
種
痘
日
々
変
状
之
図
」
を
有
す
る
の
は
「
小
室
本
」
、
「
高
野
本
」
、
「
武
田
本
Ａ
」
、
「
武
田
本
Ｃ
」
、
「
富
士

」
、
「
安
井
本
」
の
六
種
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
語
原
書
の
図
と
併
せ
て
、
各
写
本
の
図
の
概
略
を
一
括
し
て
示
し
た
の
が
表
５
で
あ
り
、

一
○
日
目
の
痘
庖
を
示
し
た
の
が
図
１
で
あ
る
。
た
だ
し
「
小
室
本
」
で
は
一
○
日
目
の
痘
庖
が
な
い
の
で
日
付
の
な
い
手
背
へ

「
種
痘
日
々
変
状
之
図
」
に
よ
る
各
写
本
の
比
較
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表5「種痘日々変状の図による各写本の比較
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表
５
と
図
１
を
見
て
直
ち
に
「
武
田
本
Ａ
」
が
ロ
シ
ア
原

書
に
最
も
近
く
、
正
確
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
原
書
に
は
種
痘
五
日
目
か
ら
一
六
日
ま
で
の
痘
庖
の
正

面
図
と
側
面
図
が
付
さ
れ
て
い
る
。
「
武
田
本
Ａ
」
は
正
し

く
こ
の
側
面
図
を
載
せ
、
そ
の
数
も
原
書
と
同
じ
く
二
個
で

あ
る
。
他
の
写
本
は
側
面
図
を
欠
い
て
お
り
、
し
か
も
各
日

の
痘
庖
の
部
位
は
上
腕
で
な
く
し
て
、
前
腕
の
内
側
と
外
側

や
手
背
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
者
は
だ
れ
も
こ
の
こ
と
に
注

目
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
「
武
田
本
Ａ
」
の
編
者
は
間
違
い

な
く
ロ
シ
ア
語
原
書
を
閲
覧
し
て
そ
の
図
を
模
写
し
た
に
違

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
原
書

に
忠
実
な
図
を
描
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
纒
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
と
思
う
。
馬
場
貞
由

は
一
八
一
三
年
（
文
化
一
○
）
松
前
に
お
い
て
村
上
貞
助

か
ら
「
遁
花
秘
訣
」
の
ロ
シ
ア
語
原
書
を
借
り
て
筆
写
し
、

ロ
シ
ア
人
モ
ウ
ル
の
指
導
を
受
け
て
取
敢
え
ず
翻
訳
を
終
え

た
。
そ
し
て
本
文
の
題
名
を
「
痘
瘡
預
防
法
」
と
し
た
。
こ
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論
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図11遁花秘訣」原書と各写本に現れた種痘後9～10日の発痘図の比較

1803年刊ペテルブルグ版(9日､10日）
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れ
が
第
一
次
草
稿
で
あ
り
、
現
在
「
痘
瘡
預
防
法
」
の
内
題
を
有
す
る
「
神
原
本
」
、
「
武
田
本
Ｂ
」
、
「
田
中
本
」
、
「
函
館
本
」
の
系
統

で
あ
る
。
し
か
し
馬
場
は
ロ
シ
ア
語
を
未
だ
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
と
考
え
た
の
で
、
こ
の
草
稿
を
放
置
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
五

年
後
の
一
八
一
八
年
（
文
政
元
）
イ
ギ
リ
ス
船
の
ゴ
ー
ド
ン
船
長
と
の
間
で
牛
痘
種
痘
法
の
話
が
出
た
こ
と
が
切
っ
掛
け
と
な
っ
て
、

馬
場
は
放
置
し
て
い
た
草
稿
を
取
り
出
し
て
改
め
て
翻
訳
を
見
直
し
た
。
こ
れ
が
内
題
を
持
た
な
い
改
訂
稿
で
あ
る
。
前
記
の
四
写
本

以
外
の
系
統
で
あ
る
。
こ
の
時
馬
場
は
「
序
」
も
書
き
改
め
た
。
「
序
」
に
二
系
統
が
あ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
最
初
に
書
か
れ

た
「
序
」
と
「
痘
瘡
預
防
法
」
の
題
を
有
す
る
草
稿
が
書
写
さ
れ
流
布
し
て
前
記
の
四
本
と
な
り
、
書
き
改
め
ら
れ
た
「
序
」
と
改
訂

草
稿
が
伝
写
さ
れ
て
前
記
四
本
以
外
の
写
本
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
「
遁
花
秘
訣
」
の
中
で
最
も
短
い
節
で
あ
る
「
ど
ん
な
時
期
に
痘
物
質
を
取
る
べ
き
か
」
に
つ
い
て
、
村
山
七
郎
訳
、

「
武
田
本
Ｂ
」
、
「
富
士
川
本
」
、
「
武
田
本
Ａ
」
を
比
較
し
た
表
６
を
見
れ
ば
了
解
き
れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
武
田
本
Ｂ
」
の
誤
り
が
「
富
士

川
本
」
や
「
武
田
本
Ａ
」
で
は
訂
正
さ
れ
、
ざ
ら
に
「
武
田
本
Ａ
」
で
は
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
最
初
の
文
章
の
冒
頭
「
牛
痘
接
種
が
有
名
に
な
っ
て
以
来
」
は
「
武
田
本
Ｂ
」
と
「
富
士
川
本
」
で
は
「
牛
痘
種
法
の
開
ケ
タ

ル
以
来
」
、
「
牛
痘
法
ノ
開
ケ
タ
ル
以
来
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
武
田
本
Ａ
」
で
は
「
牛
痘
種
法
ノ
開
ケ
シ
ョ
リ
以
来
」
と
よ
り
正
し
い

日
本
語
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
文
の
最
後
「
（
痘
物
質
が
未
だ
透
明
で
水
の
よ
う
な
時
が
接
種
に
最
適
で
あ
る
こ
と
、
）
そ
れ
は
普
通
七
日

目
か
ら
一
○
日
目
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
が
「
武
田
本
Ｂ
」
で
は
「
発
シ
テ
後
第
六
日
ョ
リ
第
七
日
ノ
間
ヲ
良
ト
ス
」
と
な
っ
て
数

字
が
二
つ
共
誤
っ
て
い
る
が
、
「
富
士
川
本
」
で
は
「
凡
ソ
痘
ノ
発
シ
テ
後
第
六
日
ョ
リ
第
十
日
ノ
間
ヲ
良
ト
ス
」
、
「
武
田
本
Ａ
」
で
は

「
凡
ソ
痘
ノ
発
シ
テ
后
第
六
日
ョ
リ
第
十
日
ノ
間
二
取
ヲ
良
ト
ス
」
と
あ
る
。
「
富
士
川
本
」
と
「
武
田
本
Ａ
」
で
は
日
日
の
「
七
」
が

「
六
」
と
誤
っ
て
い
る
が
、
「
十
日
」
の
方
は
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
武
田
本
Ａ
」
で
は
表
６
に
示
し
た
よ
う
に
誤
解
を
避
け
る

た
め
に
、
一
層
丁
寧
な
訳
文
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
槻
玄
幹
が
校
閲
し
た
「
武
田
本
Ａ
」
が
馬
場
貞
由
の
訳
文
か
ら
少
し
離
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、
「
魯
西
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亜
牛
痘
全
書
」
と
一
六
種
の
写
本
の
中
で
は
最
も
ロ
シ
ア
語
原
書
に
忠
実
で
あ
る
と
理
解
で
き
よ
う
。

表
６
「
ど
ん
な
時
期
に
痘
物
質
を
と
る
べ
き
か
」
の
訳
文
の
比
較
ｌ
村
山
訳
、
武
田
本
Ｂ
、
富
士
川
本
、
武
田
本
Ａ
Ｉ

村
山
…
…
…
牛
痘
接
種
が
有
名
に
な
っ
て
以
来
、
痘
物
質
が
未
だ
透
明
で
水
の
よ
う
な
時
が
接
種
に
最
適
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ

は
普
通
７
日
目
か
ら
一
○
日
目
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。

武
田
本
Ｂ
…
牛
痘
種
痘
ノ
開
ケ
タ
ル
以
来
、
他
二
移
シ
テ
誤
タ
ズ
功
ヲ
奏
ス
ル
ノ
候
ヲ
試
ム
ル
ニ
、
発
シ
テ
後
第
六
日
ヨ
リ
第

七
日
ノ
間
ヲ
良
ト
ス
。
其
頃
ハ
痘
粒
透
明
ニ
シ
テ
、
十
分
二
水
ヲ
含
ミ
タ
リ
。
此
寸
二
其
痘
汁
ヲ
取
テ
他
二
移
ス

寸
ハ
、
必
ス
誤
シ
事
ナ
シ
。

富
士
川
本
…
牛
痘
法
ノ
開
ケ
タ
ル
以
来
、
其
痘
ヲ
他
二
種
テ
誤
タ
ズ
功
ヲ
奏
ス
ル
時
ヲ
試
ル
ー
、
凡
ソ
痘
ノ
発
シ
テ
後
第
六
日

ヨ
リ
第
十
日
ノ
間
ヲ
良
ト
ス
ｃ
其
頃
ハ
痘
粒
起
脹
透
明
ニ
シ
テ
十
分
二
水
ヲ
含
ム
モ
ノ
ナ
リ
。
此
時
二
其
汁
ヲ
取

テ
他
二
種
ル
寸
ハ
、
必
誤
ッ
事
ナ
シ
。

武
田
本
Ａ
…
牛
痘
種
法
ノ
開
ケ
シ
ョ
リ
以
来
、
其
痘
ヲ
他
二
転
種
シ
テ
必
ス
功
ヲ
奏
ス
ベ
キ
ハ
、
発
痘
幾
日
ノ
痘
汁
ヲ
取
ヲ
以

テ
良
候
ト
ス
ル
ャ
、
是
ヲ
試
ム
ル
ニ
、
凡
ソ
痘
ノ
発
シ
テ
后
第
六
日
ヨ
リ
第
十
日
ノ
間
二
取
ヲ
良
ト
ス
ｃ
其
頃
ハ

痘
粒
能
起
脹
シ
透
明
一
一
シ
テ
十
分
二
水
ヲ
含
ム
モ
ノ
ナ
リ
。
此
時
二
痘
汁
ヲ
取
テ
他
二
移
ス
ト
キ
ハ
、
必
ス
種
へ

村
山
・
…
：
…
老
練
な
医
師
な
ら
、
何
日
経
過
し
た
か
を
尋
ね
な
く
て
も
、
痘
を
見
た
だ
け
で
、
痘
物
質
を
摂
る
の
に
何
時
が
よ

い
か
を
見
抜
け
る
ｃ

武
田
本
Ｂ
…
熟
練
ノ
医
ハ
、
第
幾
日
卜
日
ヲ
限
ル
事
ナ
ク
、
痘
ヲ
見
テ
其
候
ヲ
察
シ
、
是
ヲ
取
り
用
ュ

富
士
川
本
…
熟
練
ノ
医
ハ
、
第
幾
日
卜
日
ヲ
定
ル
事
ナ
ク
、
大
抵
痘
状
ヲ
見
テ
其
候
ヲ
察
シ
、
是
ヲ
取
り
用
ル
ナ
リ
。

誤
ル
事
ナ
シ
ｃ
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武
田
本
Ａ
…
唯
其
刺
テ
種
ダ
ル
処
ノ
ミ
、
少
シ
ク
常
ヲ
変
シ
テ
、
忽
チ
愈
ル
ナ
リ
。
斯
ノ
如
キ
寸
ハ
已
二
種
ル
ト
イ
フ
共
、
流

行
ヲ
防
ク
ヘ
カ
ラ
ス
。

富
士
川
本
…
唯
其
刺
シ
テ
種
？
ダ
ル
処
ノ
ミ
、
少
シ
ク
常
ヲ
失
上
、
忽
チ
愈
ユ
ル
ナ
リ
。
斯
ノ
如
キ
寸
ハ
流
行
ヲ
防
グ
ベ
カ
ラ

村
山
・
…
…
：
痘
の
接
種
を
受
け
て
も
効
果
が
怪
し
い
。
局
所
的
な
発
作
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
発
作
は
直
ぐ
に
経
過

し
て
し
ま
い
、
予
防
目
的
は
達
成
で
き
な
い
。
つ
ま
り
天
然
痘
の
予
防
が
で
き
な
い
。

武
田
本
Ｂ
・
：
唯
其
刺
シ
種
ダ
ル
所
ノ
ミ
、
少
シ
ク
常
ヲ
失
シ
テ
見
ユ
レ
共
、
是
亦
忽
チ
愈
１
．
斯
ノ
如
キ
ハ
流
行
ヲ
防
ク
ニ
足

村
山
…
…
…
も
し
も
っ
と
遅
く
小
疹
が
す
で
に
化
膿
し
始
め
る
時
に
取
る
と
、
無
駄
に
な
る
。
好
機
を
逸
し
た
の
だ
。

武
田
本
Ｂ
…
時
後
し
、
痘
既
二
灌
膿
ノ
頃
二
至
ル
物
ハ
、
用
テ
功
ナ
ク
、
労
シ
テ
益
ナ
シ
。

富
士
川
本
…
其
時
後
し
、
痘
既
二
灌
膿
ノ
頃
二
至
ル
者
ハ
、
用
テ
功
ナ
ク
、
労
シ
テ
益
ナ
シ
。

武
田
本
Ａ
…
其
時
後
し
、
痘
既
二
灌
膿
ノ
頃
二
至
ル
モ
ノ
ハ
、
用
ヒ
テ
功
ナ
ク
、
労
シ
テ
益
ナ
シ
。

武
田
本
Ａ
…
尤
熟
煉
ノ
医
ハ
、
第
幾
日
ト
日
ヲ
定
ム
ル
事
モ
ナ
ク
、
大
抵
痘
状
ヲ
見
テ
候
ヲ
察
シ
、
是
ヲ
取
用
ル
ナ
リ
。

村
山
…
…
…
も
し
発
疹
が
可
成
り
大
き
く
、
周
囲
が
腫
れ
上
が
り
、
う
す
赤
い
色
が
附
近
に
現
わ
れ
中
央
が
く
ぼ
め
ば
、
水
泡

を
刺
し
他
人
に
接
種
す
る
た
め
の
良
質
の
物
質
が
得
ら
れ
る
。

武
田
本
Ｂ
…
都
テ
十
分
二
起
脹
シ
、
痘
ノ
縁
高
ク
中
凹
ク
、
其
辺
淡
紅
色
ナ
ル
寸
ヲ
良
ト
ス
ル
ナ
リ
。

富
士
川
本
…
都
テ
十
分
二
起
脹
シ
、
痘
ノ
縁
高
ク
凹
ク
、
其
近
傍
淡
紅
色
ヲ
ナ
ス
寸
ヲ
良
候
ト
ス
。

武
田
本
Ａ
…
凡
テ
十
分
二
起
脹
シ
、
痘
ノ
縁
高
ク
凹
ク
、
其
近
傍
淡
紅
色
ヲ
ナ
ス
寸
ヲ
良
候
ト
ス
。

ス
○

ラ
ス
○
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（
岨
）
杉
本
っ
と
む
「
長
崎
通
詞
も
の
が
た
り
」
二
三
六
～
二
四
四
頁
、
創
拓
社
、
東
京
、
一
九
九
○

（
喝
）
杉
本
つ
と
む
『
江
戸
の
翻
訳
家
た
ち
」
一
五
七
～
一
七
一
頁
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
東
京
、
一
九
九
五

こ
の
中
で
杉
本
は
香
川
大
学
の
神
原
本
を
も
参
考
に
し
て
い
る
。

（
ぬ
）
杉
本
っ
と
む
『
江
戸
時
代
蘭
語
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
ｌ
長
崎
通
訶
に
よ
る
蘭
語
の
学
習
と
そ
の
研
究
ｌ
』
八
三
一
～
八
六
六
頁
、
早
稲
田

大
学
出
版
部
、
東
京
、
一
九
七
六

（
Ⅱ
）
杉
本
っ
と
む
「
江
戸
時
代
蘭
語
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
』
七
一
～
一
○
八
頁
、
四
三
九
～
四
四
三
頁
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
東
京
、

（
４
）
勝
但

（
５
）
伊
吟

（
６
）
伊
吟

（
７
）
杉
寺

（
８
）
杉
一

七
一

（
９
）
杉
一

九
七
一

参
考
文
献

（
１
）
小
川
鼎
三
『
医
学
の
歴
史
』
一
四
一
～
一
四
九
頁
、
中
央
公
論
社
、
東
京
、
一
九
六
四

（
２
）
松
木
明
知
編
『
中
川
五
郎
治
書
誌
』
七
九
～
三
四
二
頁
、
岩
波
出
版
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
東
京
、
一
九
九
八

（
３
）
平
田
篤
胤
「
千
島
の
白
浪
」
秋
月
俊
幸
翻
刻
解
説
「
北
方
史
史
料
集
成
」
（
第
五
巻
）
三
一
七
頁
、
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
札
幌
、

（
注
）
漢
字
の
異
字
体
を
当
用
漢
字
ま
た
は
カ
ナ
に
改
め
た
。
ま
た
句
読
点
は
松
木
に
よ
る
。

一
九
八
二

一
九
九
四

勝
俣
詮
吉
郎
「
語
学
の
逸
才
馬
場
佐
十
郎
」
「
新
小
説
」
七
月
号
、
八
三
～
九
四
頁
、
一
九
二
六

伊
吹
山
一
草
亭
「
日
本
最
初
の
露
語
文
典
と
そ
の
著
者
」
「
月
刊
ロ
シ
ア
』
八
巻
一
号
、
六
八
～
七
八
頁
、
一
九
四
二

伊
吹
山
一
草
亭
「
馬
場
佐
十
郎
の
系
譜
」
臺
日
物
展
望
』
十
三
巻
、
九
号
、
一
三
六
～
一
三
九
頁
、
一
九
四
三

杉
本
つ
と
む
「
近
代
日
本
語
の
新
研
究
」
一
八
五
～
二
二
四
頁
、
桜
風
社
、
東
京
、
一
九
六
七

杉
本
っ
と
む
「
「
遁
花
秘
訣
」
と
そ
の
翻
訳
〈
Ｉ
）
ｌ
わ
が
国
最
初
の
ロ
シ
ア
害
の
翻
訳
ｌ
」
「
初
原
」
二
号
、
二
四
四
～
二
三
二
頁
、

杉
本
つ
と
む

一
ゴ
ー
一

「
「
遁
花
秘
訣
」
と
そ
の
翻
訳
ｌ
わ
が
国
最
初
の
ロ
シ
ア
書
の
翻
訳
ｌ
」
『
武
蔵
野
女
子
大
学
紀
要
』
七
号
、
一
～
十
三
頁
、
一

九
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（
別
）
松
木
明
知
「
中
川
五
郎
治
の
種
痘
法
」
「
日
本
医
事
新
報
』
二
一
六
三
号
、
四
三
～
四
四
頁
、
一
九
六
五

（
妬
）
松
木
明
知
弓
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
書
誌
学
的
研
究
二
ご
「
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
二
三
○
号
、
一
～
五
頁
、
一
九
七
○

（
妬
）
松
木
明
知
弓
魯
西
亜
牛
痘
全
書
』
の
書
誌
学
的
研
究
（
二
）
ｌ
武
田
本
「
遁
花
秘
訣
」
写
本
Ｃ
に
つ
い
て
ｌ
」
『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報

告
』
二
三
四
号
、
一
～
二
頁
、
一
九
七
○

（
”
）
松
木
明
知
「
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
』
の
書
誌
学
的
研
究
（
三
）
ｌ
狩
野
本
「
遁
花
秘
訣
」
に
つ
い
て
ｌ
」
「
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
二

四
三
号
、
一
九
～
二
五
頁
、
一
九
七
一

（
詔
）
松
木
明
知
「
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
』
の
書
誌
学
的
研
究
（
四
）
ｌ
国
会
本
「
遁
花
秘
訣
」
に
つ
い
て
ｌ
」
『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
」
二

五
五
号
、
一
～
七
頁
、
一
九
七
二

（
羽
）
文
献
（
２
）
の
九
四
，
九
六
頁

（
釦
）
文
献
（
２
）
の
九
七
、
九
九
頁

（
哩
杉
本
っ
と
む
『
西
洋
文
化
受
容
の
諸
相
』
（
杉
本
っ
と
む
著
作
集
九
）
二
○
五
～
二
六
二
頁
、
八
坂
書
房
、
東
京
、
一
九
九
九

（
略
）
松
木
明
知
「
馬
場
佐
十
郎
訳
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
刊
行
年
に
つ
い
て
」
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
二
七
○
号
、
六
～
一
二
頁
、
一
九
九
七

（
Ⅳ
）
高
橋
信
吉
「
再
び
我
国
最
初
の
洋
式
種
痘
法
に
就
て
」
『
皮
膚
と
泌
尿
』
五
巻
一
号
、
五
三
～
六
○
頁
、
一
九
三
七

（
略
）
阿
部
龍
夫
『
中
川
五
郎
治
と
種
痘
伝
来
」
四
○
～
五
○
頁
、
無
風
帯
社
、
函
館
、
一
九
四
三

（
聰
）
村
山
七
郎
「
日
本
最
初
の
牛
痘
法
文
献
の
原
書
」
「
順
天
堂
医
学
雑
誌
』
二
巻
二
号
、
一
○
九
～
二
六
頁
、
一
九
六
五

（
鋤
）
村
山
七
郎
弓
遁
花
秘
訣
』
原
書
の
和
訳
（
Ｉ
ご
「
順
天
堂
医
学
雑
誌
』
二
巻
四
号
、
九
七
、
一
○
三
頁
、
一
九
六
六

（
幻
）
村
山
七
郎
弓
遁
花
秘
訣
」
原
書
の
和
訳
（
Ⅱ
）
」
「
順
天
堂
医
学
雑
誌
』
一
二
巻
一
号
、
一
○
二
～
一
○
七
頁
、
一
九
六
六

（
認
）
小
川
鼎
三
、
酒
井
シ
ヅ
「
遁
花
秘
訣
（
二
種
）
と
魯
西
亜
牛
痘
全
書
と
村
山
七
郎
訳
ロ
シ
ア
語
原
書
の
内
容
比
較
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
十

四
巻
一
号
、
一
一
九
’
一
二
二
頁
、
一
九
六
八

（
認
）
小
川
鼎
三
、
酒
井
シ
ヅ
校
注
遁
花
秘
訣
日
本
思
想
大
系
六
五
「
洋
学
（
下
）
」
岩
波
書
店
、
東
京
、
三
六
三
１
三
八
三
頁
、
五
一

（
Ｍ
）
文
献
（
４
）
の
一
九
六
頁

三
～
五
二
七
頁
、
一
九
七
二
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（
部
）
文
献
（
２
）
の
一
○
○
～
一
○
六
頁

（
嬰
表
４
の
注
に
題
名
を
ロ
シ
ア
語
で
示
し
た



ABibliographicalStudyonSixteenExtantManuscriptsof"TonkaHiketsu''
translatedbySadayosiBaba

Ｃ
・
や

AkitomoMATSUKI,MD,FRCA碇
軽
雷
朴
楯
伽
Ｓ
蝉
Ｋ
ｌ
得
帥
「
龍
寡
桿
埋
」
癌
圧
孤
惑
畦
二
塚
留
長
毒

GorojiNakagawa(中川五郎次),achiefkeeperofatradinghouseonlturuplsland,was

broughtunwillinglytoSiberiabyRussianvesselsinl807.1n1812,afteraboutfiveyearsof

hardlifeinSiberia,hewaspermittedtoreturntohishomelandwithtwoRussianbookson

vaccination.SadayosiBaba(馬場貞由),whostayedatMatsumaeinl813,happenedtoread

oneofthetwobooksthathadbeenpublishedinl803inPeterburgandhetranslateditinto

Japanese.WithinseveralmonthsBabafinishedhistranslation,however,hewasclearlyaware

thatthetranslationwasfarfromperfect.Babarevisedhisdraftinl820andtitledit'｣Tonka

Hiketu''(遁花秘訣)or"Thecompletemethodforrelievingsmallpoxinfection.''Butit

remainedunpublisheduntill850,whenSen-anTosimitsu(利光仙庵)obtainedOneoftheman-

uscriptsatNagasakiandpublisheditas"RosiaGyutoZensho''(魯西亜牛痘全書,or@@A

SynopsisofRussianVaccination.''

Atpresent,sixteenmanuscriptsof､､TonkaHiketu'｡areextantinJapanandmostofthem

areinpubliclibraries・Bibliographicalconsiderationsoftheircontents,phonogramicdescrip-

tionsoftheoriginalRussiantitle,comparisonsoftheirillustrationswiththeoriginalsanddiffer-

encesamongJapanesetranslationsrevealtousthatthemanuscript"TakedaA,"amongsix-

teenextantmanuscripts,istheclosesttotheoriginalmanuscriptofSadayosiBaba,which
remainslost


